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遺構の略称は以下の通りである。

H―竪穴住居址  D― 土坑  M― 溝状遺構  P― ピット

スクリーントーンの表示は以下の通りである。

例

例

遺物―須恵器断面
日||1 黒色処理

E垂霊劉 赤色塗彩
E茎垂劃  遺構一焼土

E垂璽劃

灰釉 。緑釉
層に堪鰯 

羽日還元部
懸甕璽鰯

石器使用痕
E蓮墨司 

地山断面
レ域域甥

3 挿図の縮尺は以下の通りである。

遺構―竪穴住居址・ピット・土坑 1/80 溝状遺構 1/80、 1/160

遺物一土器・石製品 1/4  石鏃 1/2  日玉 1/2  鉄製品 1/4
4 遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5 遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6 調査グリッドは小グリッド4× 4m、 大グリッド40× 40mである。

7 遺物表中の [ ]は推定値、 ( )は残存値を表す。

8 遺物の出土地点は、下図の区割 りによる。

ガラス小玉 1/1

４
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H24号住居址南壁際遺物出土状況

図版13 H24号住居址南西壁際遺物出土状況
H24号住居址南東コーナー遺物出土状況
H25号住居址全景 (南から)

H25号住居址カマ ド (南から)

H25号住居址堀方全景 (南から)

H26号住居址全景 (東から)

H26号住居址炉跡
H26号住居址遺物出土状況

図版14 H26号住居址遺物出土状況
H27号住居址全景 (西から)

H27号住居址カマ ド (西から)

H27号住居址カマ ド堀方 (西から)

H27。 28号住居址堀方 (南から)

H28号住居址全景 (南から)

H27・ 28号住居址ピット掘 り下げ後状態 (南

か ら)

H28号住居址カマ ド (西から)

図版15 H27号住居址内ピット
H29号住居址全景 (東から)

H30号住居址全景 (南から)

H31号住居址全景 (南から)

Dl号土坑全景
D2号土坑全景
D3号土坑全景
D4号土坑全景

図版16 D5・ 6号土坑全景
D7号土坑全景
D8号土坑全景
D9号土坑全景
D10号土坑全景 (東から)

D ll号土坑炭化層確認状況
D ll号土坑完掘状況全景
D12号土坑全景

図版17 D14・ 15号土坑全景

D16号土坑遺物出土状況
D16号土坑全景
D17号土坑全景
D18号土坑全景
D19号土坑全景
D20号土坑全景
D21号土坑全景

図版18 D22号土坑全景
D23号土坑全景
D24号土坑全景
D25号土坑全景
D26号土坑全景
D27号土坑全景
D28号土坑全景
D29号土坑全景

図版19 D30号土坑全景
D31号土坑全景
D32号土坑羽口出土状況
D32号土坑全景
D34号土坑全景
D35号土坑全景
D36号土坑全景
D37号土坑全景

図版20 南側調査区Ml号溝状遺構全景 (東から)

北側調査区Ml号溝状遺構全景 (東から)

M2号溝状遺構全景 (南から)

M4号溝状遺構全景 (西から)

M5号溝状遺構全景 (北から)

南側調査区表土除去作業
北側調査区表土除去作業

調査風景

図版21 Hl・ 2号住居址出土遺物

図版22 H2・ 3・ 4号住居址出土遺物

図版23 H4・ 5。 6・ 7号住居址出土遺物

図版24 H8。 9・ 10。 11・ 12号住居址出土遺物

図版25 H13・ 14号住居址出土遺物

図版26 H14・ 15号住居址出土遺物

図版27 H16。 17。 18号住居址出土遺物

図版28 H19。 20。 21号住居址出土遺物

図版29 H21・ 23・ 24号住居址出土遺物

図版30 H24・ 25'26号住居址出土遺物

図版31 H26。 27号住居址出土遺物

図j1232 H27・ 28。 29。 30号住居址、Dl・ 2・ 3。 4・ 6号土

坑出土遺物
図版33 D7・ 8・ 9。 10・ 11。 13・ 14・ 16・ 20。 21。 22号土坑

出土遺物
図版34 D25。 26・ 28号土坑出土遺物

図版35 D28。 29。 32・ 33号土坑、Ml号溝状遺構出土遺物

図版36 Ml。 3・ 4号溝状遺構、 P6・ 8・ 22・ 43・ 44。 66・

170。 183・ 258号 ピット出土遺物
図版37  P294・ 295。 297・ 298・ 315。 322手許ピット、 グリッ

ド出土遺物



第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る経過

中堰遺跡は、佐久市の平賀地籍に位置する、縄文時代から中世を中心とする複合遺跡である。調査

地域は、東方の北関東山地から佐久平に注ぎ込む滑津川の谷口扇状地と西方の千曲川によって形成さ

れた沖積地が交じり合う、標高688m内外を測る微高地上に位置する。

今回、社会福祉法人 佐久平福祉会による佐久市特別養護老人ホーム整備運営事業に伴い、埋蔵文

化財試掘調査を平成23年 4月 5～ 13日 にかけて実施した。その結果、竪穴住居址等の遺構が多数発見

されたことから、開発主体者との保護協議によって、遺構が破壊される建物部分についての発掘調査

を佐久市教育委員会が主体となって行う運びとなった。なお、今回の工事によって遺構への影響がな

い地域については、埋土保存とした。

上

第 1図 中堰遺跡位置図 (150,000)
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第 2節 調査日誌

平成23年度

4月 5～ 13日 試掘調査。調査の結果、竪穴住居址及び遺物が多数発見され、文化財保護協議の結

果、建物部分の発掘調査を実施する運びとなった。

4月 20日   平成23年度埋蔵文化財発掘調査委託契約。

4月 27日   重機による南側調査区の表土除去作業。

ハウス・ トイレ設置 (原因者による)

遺構確認面までの深さは20～ 30cmと 全体的に浅い。

5月 2日   発掘調査機材準備・搬入作業。

南側調査区測量基準杭設定。 (原因者による)

5月 6日 ～  南側調査区調査員による発掘調査開始。

住居址・溝 。土坑等の遺構掘り下げ作業・遺構図面作成 。遺構写真撮影。

雨天時は室内にて整理作業を行う。

5月 31日   重機による北側調査区表土除去作業。 (原因者による)

遺構確認面までの深さは南側調査区同様20～ 30cmと 浅い。

6月 1日 ～  北側調査区調査員による発掘調査開始。

6月 2日 ～  調査員による住居址・溝・土坑等の遺構掘 り下げ作業開始。図面作成・写真撮影。

北側調査区測量基準杭設定。 (原因者による)

雨天時は室内にて整理作業を行う。

6月 21・ 22日 現場調査終了。機材撤収。重機による埋め戻し作業。

5月 10日 ～  室内整理作業。遺物洗浄 。遺物注記 。遺物接合 。図面修正 。現場写真整理。

1月 17日   埋蔵文化財変更契約。

2月 10日   平成23年度発掘調査作業完了。

平成24年度

4月 4日   平成24年度埋蔵文化財発掘調査委託契約。

4月 4日 ～  発掘調査整理作業開始。遺物復元、遺物実測、遺物写真、遺物・遺構 トレース、遺

構 。遺物図版作成、原稿作成、印刷製本、校正。

平成25年 1月 平成24年度発掘調査整理作業終了。

1月 報告書刊行

第 3節 調査体制

調査受託者 佐久市教育委員会  教育長  土屋盛夫

事 務 局 社会教育部長    伊藤明弘

社会教育部次長   藤牧浩 (平成23年度)

文 化 財 課 長   吉澤隆

文化財調査係長   三石宗一

文化財調査係専門員 林幸彦 (平成23年度)  須藤隆司  小林員寿

羽毛田卓也  冨沢―明  上原学

文化財調査係    並木節子  神津―明 (平成23年 10月 ～)

井出泰章 (平成23年 4月 ～9月 ) 久保浩一郎 (平成24年度～)

嘱託職員      林幸彦 (平成24年度～)

調査主任      佐々木宗昭  森泉かよ子

調査担当者 上原 学

調 査 員 浅沼勝男 阿部和人 安藤孝司 飯森成英 江原富子 小幡弘子 風間敏 狩野小百合

川瀬祥太 木内勇 菊池喜重 小井戸秀元 小林百合子 坂井一夫 堺益子 清水澄生
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滝沢三男 田中ひさ子 土屋武士

広瀬梨恵子 武者幸彦 柳澤孝子

第 4節 発見された遺構と遺物

遺構一竪穴住居址 31軒
弥生時代 7軒  古墳時代 3軒

奈良時代 1軒  平安時代18軒他

溝状遺構 5条
土  坑 37基  平安時代

ピ ッ ト     平安時代

中嶋フクジ 中條勝良 比田井久美子 日向昭次

油井重明 横尾敏雄 依田三男 渡辺長子 渡辺学

遺物一土師器 (杯・皿・甕・高杯) 羽口

須恵器 (イ 。高台付杯・甕)

弥生土器 (甕・壷・高必・甑)

灰釉陶器 (碗・皿 。壺) 緑釉陶器 (碗 )

石器 (臼 玉・褐臼 。す り石 。敲石・磨製石斧)

鉄製品 (鋤先・紡錘車)

第 Ⅱ章 遺跡 の環境

第 1節 自然環境

佐久地域は、周辺を山地・台地に囲まれた盆地状を呈し、一般に佐久平と呼ばれ、北には雄大な浅

間山、南には蓼科山が存在する。東には群馬県との境を成す北関東山脈の北端が延び、西は御牧原・

八重原といった小高い台地が広がり、蓼科山の裾野と接している。佐久地域における水系の代表は、

南方の川上谷に源を発す千曲川であり、北流しながら支流を集めつつ水量を増して佐久平に入る。そ

の後野沢付近から流れを北西に変え、蓼科山麓の支流を集めた片貝川、浅間山の麓に源を発す湯川、

関東山地からの支流を集めた滑津川といった河川と合流し、蛇行しながら上田、長野方面に貫流する。

この山地に囲まれ、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質学的に見ると大きく三分することがで

き、志賀川と滑津川が合流し、さらに千曲川と川筋を一つにする東西線を境として、河川の北側段丘

上と南側では20m前後の比高差が認められる。 この北部地域は北方の浅間山麓部の緩やかな台地で、

浅間山の噴出物である火砕流軽石流と降下火山灰が厚 く堆積している。この堆積物は雨水による浸食

に弱く、長い年月の間に深く削り取られ、浅間山の麓から放射状に幾筋もの浸食谷 (田 切 り)を形成

している。

これに対し、南部地域は千曲川の氾濫源沖積地と滑津川の谷口扇状地等で、河床礫層と沖積粘土層地

帯が主で地下水位も高く、地盤の安定した土地である。 このため南部一帯は広く水田として利用され

ていた。

今回調査を実施した中堰遺跡は、南部の千曲川右岸に広がる標高687～ 688mの沖積地に位置する。

第 2節 周辺遺跡

中堰遺跡周辺に目を向けると、縄文時代から中世に至る幅広い時期の遺跡が存在する。佐久市が作

成した遺跡地図では北に平賀中屋敷遺跡群、樋村遺跡、後家山遺跡、東久保遺跡、寄山遺跡、東に平

賀城跡、南には久禰添遺跡、大奈良遺跡等が所在する。

これ らの遺跡内における遺跡の状況を、実際に行われた発掘調査結果から、時代別に述べる。

縄文時代一平成15年には道路改良に伴い、低丘陵を背後に背負う河岸段丘上に立地する大奈良遺跡

(29)か ら中期の竪穴住居址10軒・敷石住居址2軒、後期の敷石住居址 1軒及び、土器・打製石斧が多量

に発見されている。また、北方には、佐久市でも代表的な縄文遺跡である寄山遺跡が所在する。遺跡

は東の北関東山地から張 り出した丘陵先端部の台地上に形成されている。この丘陵の先には現在は消

滅しているが、巨大な池 [志賀湖]が江戸時代まで存在していた。寄山遺跡の当時の情景は背後に丘

陵地、眼下に大池といった状況で、集落の形成には恵み多い地域であつたことが窺える。中期の住居

址等の遺構に加えて土器・打製石斧等の遺物が多数発見されている。佐久市における縄文時代の遺跡

の立地について、 これまで、丘陵地域から発見されることが多かつたが、近年では、大奈良遺跡のよ

うに、河川に近接する段丘上などの平坦部からも発見されるようになってきている。

-3-



弥生時代一北の城山小学校敷地内において、平成14年に行われた体育館建替えに伴う平賀中屋敷遺

遺跡V(25)か ら後期の住居址 1軒が、平成 9～ 12年に道路改良に伴い南西600mの 千曲川右岸段丘端部

で行われた久禰添遺跡(30)の調査から後期の竪穴住居址が 4軒発見されている。久禰添遺跡の住居址か

らは磨製石鏃の完成品及び石材片が認められることから、製品の製作が行われていた可能性が考えら

れている。また、北の滑津川右岸に発達した複合扇状地微高地上に樋村遺跡(13.14)、 その東方向に張

り出す低丘陵先端の台地上には後家山遺跡(16)。 東久保遺跡(18)が存在する。後家山遺跡からは中期の

堅穴住居址 2軒、後期の竪穴住居址68軒、後期の木棺墓 2基、環濠と思われる溝等が発見され、遺物

は土器に加え、竪穴住居址から炭化した小型の木鋤、木棺墓からガラス小玉、螺旋状の鉄釧が出土し

ている。東久保遺跡では後期の堅穴住居址 3軒が調査されている。樋村遺跡では中期の竪穴住居址 5

軒、後期の堅穴住居址17軒及び環濠と思われる溝が発見され、 この一帯では中期終わりから集落が形

成されはじめ、後期にかけて規模が拡大していった様子が窺える。また、後家山遺跡 。東久保遺跡に

ついては、その立地か ら、高地性集落的な性格が認められる。住居址の規模は中期後半が 1辺 4m内
外と小型で、形態は隅丸方形、精円形、円形に近い方形など様々である。柱穴は 4本が整然と並ぶも

の、不明確なものが存在する。炉は住居址のほぼ中央に位置するものが多く、大半は地面を窪めた地

床炉である。後期になると形態は、ほぼ長方形に統一され、規模も大型化する。本遺跡周辺では長辺

8m、 短辺 6mを越える住居址が樋村遺跡で発見されている。佐久市全域に目を向けると、平成18年

に高速道路建設に伴い行われた西近津遺跡の調査から、長辺18mを測る巨大な竪穴住居址が発見され

るなど、近年、 1辺 10mを 越える大型の住居址が確認されている。柱穴については規則正しく4本掘

り込まれており、その平面形態は楕円形を示すことが多い。 これは円形の柱ではなく、板材もしくは

割材を利用した可能性があり、木材加工技術の向上が考えられる。 この他、入 り日、棟持柱に関する

ピット等が確認できることも多い。炉は柱穴との間に主となる炉を設け、他に小型の炉を認めること

もできる。炉の形態は、地面を掘 り窪めただけの地床炉を主とするもの、地床炉の脇に一つないし数

個の炉縁石を伴うこともある。また、土器片を敷き詰めた土器敷炉、土器の底部や輪切りにした口縁

部を埋め込むもの等が存在する。

古墳時代―中期後半以降になると遺跡数が増加し始め、後期になると北方の樋村遺跡周辺で大規模

な集落が形成される。昭和57・ 58年 に調査を行った樋村遺跡(13)では後期の住居址だけでも273軒が

調査され、さらに平成 11・ 12年に行われた樋村遺跡Ⅱ(14)の 28軒をあわせると300軒を越す。調査を

行った付近には未だ発見されていない住居址も相当数あることを考えると、古墳時代後期 (6～ 8世

紀初頭)には本遺跡北に広がる沖積地上には、安定した集落が営まれていたと考えられる。発見され

た住居址の大半は 1辺 4～ 6mの方形だが、前半期は 1辺 8～ 10mを測る大型も存在する。また、南

壁のほぼ中央に方形の張 り出し部を持つ住居址も現れる。ピットは基本的には 4本規則正しく掘 り込

まれており、住居址コーナー付近に貯蔵穴を伴うことが多い。古墳時代も中期後半 (5世紀後半)に
なると徐々に炉からカマ ドヘと変化し、後期 (6世紀)に入ると大半の堅穴住居址は壁にカマ ドを構

築するようになる。構築場所は、時期によってある程度の規則性があったようで、古墳時代を通して、

多くは北壁のほぱ中央に位置している。時期が下るに従い北東及び東カマ ドが認められるようになる

が、北カマ ドに対する比率は低い状況である。また、極めて希だが樋村遺跡では南、西カマ ドも確認

されている。この他、古墳時代の集落としては樋村遺跡ほどの規模ではないが、北の平賀中屋敷遺跡

Ⅳ(24)、 北東の開戸田遺跡(15)、 扇田遺跡、南の大奈良遺跡からも生活の痕跡を認めることができる。

古墳については、東の山地から張り出す舌状の丘陵地斜面部には後期から終末期と思われる小古墳が

点在し、南谷津古墳群(34)、 西久保古墳群(36)、 松井日影古墳群(35)、 打越古墳群等を形成している。

奈良・平安時代一後家山遺跡で平安時代の竪穴住居址 1軒、平賀中屋敷遺跡Ⅳ(24)で平安時代の堅穴

住居址 2軒、平成 4年の道路改良に伴う中屋敷遺跡の調査で平安時代の竪穴住居址4軒が発見されてい

る。小規模調査であるため遺構の発見数は少ないように見えるが、本遺跡の北側沖積地上には広範囲

に渡 り、遺構が発見されている。古墳時代のような大規模な集落ではないが、小規模な集落が広 く展

開しているようである。
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中・近世―遺跡北側の地域には屋敷跡があったとされ、現在は、平賀中屋敷遺跡(26)と 称されている。

付近の調査では、北側の城山小学校体育館建て替えに伴う平賀中屋敷遺跡Vか ら、中世と考えられる

南北方向の溝が発見されている。また、道路改良工事に伴う平賀中屋敷遺跡の調査では中世の土坑が

認められた。遺物は、常滑の甕、古銭等が出土している。また、東側には、山城である平賀城跡(27)が

存在し、現在も郭・土塁・空堀・石積みを見ることができる。築城は平安末ともいわれ、平賀氏、大

井氏と領主を代えつつ戦国期まで存続していたようである。しかし、戦国時代に大井氏が甲斐武田氏

に攻め込まれ、平賀城も武田氏の支配下となった後の詳細は不明で、廃絶時期もはっきりしていない。

No ヒ退 跡 名 所 在 地 遺跡番号 縄 弥 古 歴 中 近 備 考

l 中堰遺跡 平賀字中堰 433 ○ ○ ○ ○ H23年調査

深堀遺跡群 瀬戸字深掘・狐塚・残塚・下原外 255 ○ ○ ○ O ○ Hll・ 12年調査

3 南海堂遺跡 瀬戸字南海道 338 ○ ○

八反田遺跡 瀬戸字八反田 ○

5 東千石平遺跡群 瀬戸字東千石平・西千石平外 333 ○ O ○ Hll年調査

6 中反遺跡 瀬戸字中反・中屋敷 ○

7 八反田城跡 瀬戸字八反田 347 ○

中条峯遺跡 瀬戸字中城峯・中城平 〇 ○ ○ H元 '2,3年調査

西屋敷添遺跡 瀬戸字西屋敷添 334 ○

0 上の台遺跡 瀬戸 345 ○ S57年調査

l 城山城跡 瀬戸字城 348 ○

2 屋敦古墳群 瀬戸字屋敷 352 ○

3 樋村遺跡 平賀字樋村 344 ○ ○ S57・ 58ヨロ至彗

4 樋村遺跡Ⅱ 平賀字樋村 344 ○ ○ ○ Hll・ 12調査

5 開戸田遺跡 平賀字開戸田 343 〇 ○ ○ H14・ 15調査

6 後家山遺跡 I・ Ⅱ 平賀字後家山 341 O ○ H13・ 14調査

7 宮田遺跡 I・ Ⅲ 瀬戸字宮田 340 ○ ○ ○ ○ H13・ 14調査

8 東久保遺跡 平賀字東久保・瀬戸字宮田 342 ○ ○ ○ H13,14調 査

9 西和田古墳群 内山字西和国 ○

東久保古墳群 1号墳 平賀字東久保 354 ○ H13調査

宮田Ⅱ遺跡 瀬戸字宮田 332 ○

東久保古墳群 瀬戸字東久保・開戸田 。後家山 354 〇

後家山古墳群 瀬戸字後家山 353 O S49後家山古墳調査

平賀中屋敷遺跡Ⅳ 平賀 432 ○ 〇 ○ H14調査

平賀中屋敷遺跡V 平賀字下屋敷 432 ○ O ○ ○ H18調査

平賀中屋敷遺跡群 平賀字中屋敷・下屋敷・上屋敷 432 O O ○ ○

平賀城跡 平賀字城平・滝・北谷津・滝平外 447 ○

萩本古塙 平賀字萩本 453 ○

大奈良遺跡 大奈良・金石外 660 ○ ○ ○ ○ H15調査

久禰添遺跡 太田部字久禰添・飛越・飯塚 434 ○ ○ ○ O ○ Hll。 12年調査

離山遺跡 上中込・離山 658 ○ ○ ○ ○ O
中反田遺跡 大奈良・中反田・田口 '一丁田外 659 Э ○

上屋敷古填 平賀字上屋敷 418 ○

南谷津古墳群 平賀字南谷津 419 〇

松井日影古墳群 内山字松井日影 449 ○

西久保古墳群 常和字西久保・城下・城平外 450 ○

城平遺跡群 平賀字城平・筒井・常和字八十海戸外 443 ○ ○ O O ○

北谷津遺跡 平賀字北谷津 。南谷津 437 ○

東姥石古墳群 平賀字東姥石 365 Э

40 月崎古墳群 平賀字月崎 ○

41 八十海戸遺跡 常和字八十海戸 442 ○

堤井遺跡 常 和 字 堤 井 499 〇 O ○

43 打越遺跡 常和字打越 500 ○

44 はかせ久保遺跡 清川 。はかせ久保 666 ○

45 清川遺跡 清川・部落内 ○ ○

46 清川入口城跡 清)|1入 口 798 ○

荒屋遺跡 平賀字荒屋 431 ○ ○

48 新町遺跡 中込字新町・横道・狐塚 。南畑 428 ○

向畑遺跡 鍛治屋字向畑 497 ○

前堀遺跡 高柳字前堀・社在家外 498 ○

第 1表 周辺遺跡表
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第 3節 基本層序

中堰遺跡周辺の佐久市南部地域は、千曲川右岸の氾濫源沖積地及び東からの支流の谷口扇状地によ

つて形成された、緩やかな南西方向に傾斜する台地が広がる。堆積状況は河川によって運ばれた河床

礫層、沖積粘土層、シル ト層が層状に堆積 した状況が主となる。また、本調査区一帯は、圃場整備さ

れた水田が広がり、旧表土が広範囲に掘削された地域である。調査地域の層序は、以下の通 りである。
I層は層厚20～ 30cm内外を測る黒褐色土の水田耕作土である。

Ⅱ層は層厚10～ 15cm内外を測る褐色土の水田床土である。

Ⅲ層は層厚20～ 30cm内 外を測る黄褐色上のシル トである。遺

構検出はこの上面で明確に確認することができる。調査区一

帯は、圃場整備によって、かなり削 り込まれた可能性が窺わ

れ、遺構の上部は大半が破壊され、本来の遺構の深さより、

浅い状態である。また、発見された遺構の中には、掘方など

一部の痕跡を残すものも多く、こうした状況か ら、中堰遺跡

周辺では、圃場整備によって遺構が完全に破壊されたものが

相当数あったと考えられる。

Ⅳ層は褐色土の沖積粘土層である。東側に比べ西側で厚い状

況である。

V層は層厚20cm以上を測る小礫を含む砂礫層である。

V層以下の層序は、沖積粘土層、シル ト、砂礫層が交互に厚

く堆積しているようである。

Om

lm

第 3図 基本層序模式図

第 4図 調査遺構・試掘 トレンチ配置図
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第Ⅲ章 遺構 と遺物

第 1節 竪穴住居址

遺構忌盤 東の C一 う-3グ リッドに位置し、国場整
gp

備によって、遺構の上部は削り取 られてお り、検出段階で

すでに床面の大半が露出している状態であった。平面形態

はやや台形状の方形で、規模は南北3.3m、 東西3.2m、 深

さは残存した覆上の最深部で 5 cluを 測る。ピットは11個確

認でき、 Pl・ 4・ 7・ 3が主柱穴と思われる。カマ ドの

確認はできなかったが、床面上に焼土の散布が認められた。

掘方は締まりのある黒褐色土が埋め込まれ、焼土・炭化物

が混入していた。

遺物は土師器の杯・碗・甕が出土したが小破片が多く、

形態の判別できる個体は 1点である。時期は、小型化した

湯飲み状の形態から平安時代、10世紀後半から11世初頭と

したい。

1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物多い。焼土粒含む。しまりあり。 (堀方)

第 6図  Hl号 住居址遺構

Ｆ
一

Ｅ
一

E

儲含

E

⊇               D'

・遺物実測図

く
◎ _F'

番号 器  種 器  形 口径cm 底径 cは 器高cm 調  整 文ヽ  様 残存率・部位 備  考

土師器 碗 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/4に ぶい橙色

第 2表 Hl号住居址遺物観察表

H2号住居址

遺構は調査区C一 け-3グリッドに位置し、H8を切る。平面形態は南北にやや長い長方形である。

規模は南北5,4m、 東西4.3m、 検出面から床面までの深さは最深部で1 2cmを測る。床面はほぼ平坦で、

硬質である。西側半分の壁際に溝が認められた。床面上に小ピット5個、住居址コーナーの 3カ所に

土坑が掘 り込まれてお り、いずれの土坑からも多くの上器が出土した。カマ ドは北壁の東にやや寄っ

た位置及び東壁の南寄 りの 2カ 所に存在する。いずれも僅かな袖の痕跡、壁外への張り出し、火床が

残存する程度であつた。北壁カマ ドは両袖の一部に石材が一部残 り、火床に僅かな焼土は含まれてい

たが明確な堆積は認められなかった。東カマ ドの火床には径 70cm、 厚さ 5 cmの 焼土が堆積していた。

掘方は全体に薄く、貼 り床状に硬質な褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・碗・甕、須恵器の甕、灰釉陶器、緑釉陶器、羽日、石器・石製品が出土した。

須恵器の杯は認められない。遺物は土坑内から形態の残る物が多 く出土してお り、住居内の上坑を利

用して小鍛冶等の作業が行われていた可能性も考えられる。須恵器甕、灰釉陶器、緑釉陶器は破片で

ある。土師器tTNの 器厚はやや厚く、体部はやや開き気味に立ち上がり底径の小型な物も含まれる。土

師器碗は、不部が直線的に開き高台の作 りが雑な物、高台は低めでやや内湾しながら立ち上がる形状

の整った物が存在する。高台のみの個体も多く、中にはやや高台が高い物も存在する。時期は、須恵

器tTNが認められず、一部足高の高台をもつ碗が存在すること。小型化した土師器碗 。tThが認められな

いことなどから、平安時代、 10世紀前半としたい。
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第 7図  H2号住居址遺構・遺物実沢1図
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番号 器  種 器  形 回径cll 底径cm 器高cal 調  整 文 様 残存率・部位 備  考

1 土師器 イ 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 平面形状ややいびつ 100 外面25YR6/6橙色

2 土師器 ITN 121 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 10YR8/2灰 自色

土師器 不 46 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 100 外面75YR7/3に ぶい橙色

4 土師器 イ 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面5YR4/4に ぶい赤褐色

5 土師器 郷 125 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面5YR6/6橙色

6 土師器 IIN 121 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面5YR6/6橙 色

7 土師器 不 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 平面形状ややいびつ 外面5YR6/6橙 色

8 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR8/4浅黄橙色

9 土師器 不 21 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 5YR6/6橙 色

土師器 rFN 外面75YR7/3に ぶいIPk色

土師器 lTN 61 外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面5YR6/6橙 色

土師器 イ 6 外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 外面 10YR7/4に ぶい黄橙色

土師器 邦 6] 5 外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面75YR7/41こ ぶい橙色

土師器 碗 54 外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼付 内面暗文・黒色処理 外面 10YR8/3浅 黄橙色

土師器 碗 外面ロクロナデ 底部回転糸切り後高台貼付 内面黒色処理 外面7 5YR7/4に ぶい橙色

土師器 碗 底部回転糸切 り後高台貼付 内面黒色処理 底部・高台 100 外面5YR3/3暗 赤褐色

土師器 碗 (31) 底部回転糸切 り後高台貼付 内面黒色処理 底部・高台 100 外面75YR7/4に ぶい橙色

8 土師器 碗 (23) 底部回転糸切 り後高台貼付 内面黒色処理 底部 高台 100 外面75YR8/4浅黄橙色

第 3表 H2号住居址遺物観察表 (1)
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番号 器 種 器 形 日径cm 底径 cla 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

19 土師器 碗 8 (23) 底部回転糸切 り後高台貼付 内面暗文・黒色処理 底部 高台 100 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 碗 底部回転糸切 り後高台貼付 内面暗文 黒色処理 底部・高台 100 外面5YR6/3にぶい橙色

21 須恵器 甕 内外面ロクロナデ 外面7単位櫛描波状文 口縁破片 外面 10Y4/1灰 色

22 須恵器 甕 内外面ロクロナデ 口縁破片 外面 10YR17/1黒 色

緑釉陶器 皿 内外面ロクロナデ・緑釉 口縁破片 内外面75Y5/3灰 オリフ色

灰釉陶器 内外面ロクロナデ 回縁破片 内外面 N8/0灰 白色

番 号 器 種 器  形 最大罠ω 最大幅(け 衰大厚価 ) 調  整 ,文  様 重量(g) 備   考

土製品 羽 口 94 内径25 両側先端部還元 外面削リ ナデ 87 完形品

石製品 褐 臼 (226) 凹径 73、 凸深 118 1/2欠損

石 器 すり石 87 67 全体 に滑 らか 60356

石 器 すり石 52 13 全体 に滑 らか 側面に削 り痕 284 I区出土

石器 すり石 全体 に滑 らか 側面に一部きず 262 I区出土

石 器 すり石 12 正面にすり痕あり P4出 土

石 器 すり石 2 全体に滑 らか Ⅱ区出土

石製品 碁石 (13) 右側欠損 全体に滑 らか (062) Ⅳ区 出上

石製品 碁 石 08 全体 に滑 らか Ⅳ区出土

石製品 碁 石 15 07 右側欠損 全体に滑 らか 249 Ⅳ区出土

石製品 碁 石 15 15 07 全体 に滑 らか 242 Ⅳ 区出土

第 4表 H2号住居址遺物観察表 (2)

H3号住居址

遺構は調査区南のD一 あ-7グ リッドに位

置し、南側の一部は削 り取 られている。平面

形態は残存状態から方形と考えられる。調査

規模は南北3.4m、 東西3.2m、 検出面から床

面までの深さは最深部で12cmと 浅めである。

圃場整備によって、遺構上部の大半が削 り取

られたと考えられる。床面は硬質で、ピット

は大小13個認められた。主柱穴は壁際のP9
。11・ 13と考えられる。他のピットについて

は本遺構に伴うか不明である。壁溝、カマ ド

は認められなかった。掘方は全体的に 5 cm程度

の厚みで黒褐色上が埋め込まれていた。

遺物は、土師器のtTA・ 碗・皿 。甕、須恵器

の杯 。甕、石製品を出上したが、土師器が圧

倒的に多い。須恵器杯・甕は僅かな破片が認

められる程度である。土師器杯の形状は上部

からやや押しつぶしたような緩やかな丸みを

持つ体部で底径の小型な物も含まれ、形状に

ややゆがみが認められる。土師器碗の器厚は

やや厚めで、形状にゆがみが認められ、胎土

も荒い。高台はやや高めである。時期は、や

や足高の上師器碗、小型化した土師器碗が認

められないことから、平安時代、 10世紀前半

としたい。

C   C'

現

1

2

3

4

第10図 H3号 住居址遺物実測図 (1)

D  D'

鮎

黒掲色土 (10YR2/2)炭 化物多い。カレトフ
ヾ
ロック含む。

黒褐色土 (10YR3/2)炭 化物、焼土含む。

黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、シルト含む。

黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シルトフ
｀
ロック含む。

第 9図  H3号 住居址実測図
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第 11図 H3号 住居址遺物実測図 (2)

番号 器  種 器  形 口径cm 底径cm 器高cm 調  整・文 様 残存率,部位 備  考

ユ 土師器 郷 14 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 100 外面 5YR7/6橙色

2 土師器 FT 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 OYR5/6黄褐色

3 土師器 イ 外面ロクロナデ底部回転糸切り内面黒色処理底部周辺ヘラケズリ 外面 OYR74褐色

4 土師器 麻 [126] 6 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 外面 5YR7/6橙色

5 土師器 ネ 12 外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面 OYR6/4に ぶい黄橙色

6 土師器 碗 71 外面ロクロナデ 底部高台貼付 内面黒色処理 外面 OYR5/6黄褐色

7 土師器 碗 77 外面ロクロナデ 底部高台貼付 内面黒色処理 外面 5YR5/8明赤褐色

8 土師器 皿 31] 3 外面ロクロナデ 底部高台貼付 内面黒色処理 外面75Y71灰 色

9 土師器 皿 外面ロクロナデ 底部高台貼付 内面黒色処理 外面 10YR6/6明黄褐色

番 号 器 種 器  形 最大長tcm) 最大幅(Cll) 最大厚 (cm) 調  整・文  様 重量(g) 備  考

10 石製品 台石 18 正面中央摩滅、使用面と思われる 85169

第 5表 H3号住居址遺物観察表

H4号 住居址

上
� 劾

〆

斡

G   G'

加
Ｈ
一

II' I   I'    」    J'

以  %
ピ当

'

687 200Hl
(1:80)   2m

1

2

3

4

5

6

7

黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シルト含む。硬質。

黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物多量、灰、焼上含む。

暗赤褐色土 (5YR3/4)焼 土層。

黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、焼上、渤卜含む。

黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、カレト含む。

暗赤褐色上 (5YR3/3)炭 化物、焼土含む。

黒褐色土 (10YR2/3)暗 褐色土とシルトの混合土。 (堀方)

第12図 H4号 住居址実測図
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遺構は調査区南のC― く-6グ リッドに位置し、Mlに切 られる。平面形態は隅丸方形である。規模

は南北4.3m、 東西4.5m、 検出面から床面までの深さは最深部で 5 cmと浅い。圃場整備によって、遺構

上部の大半が削り取 られたと考えられる。床面は硬質で、ピットは掘方を含め大小18個確認できた。

主柱六はP2・ 4・ 7・ 9である。北束コ

ーナーのPlは貯蔵六である。北壁中央に

焼土の堆積が認められることから、カマ ド

の火床部分と考えられる。袖等の構築物は

完全に破壊され残存していなかった。掘方

は中央部分に比べ壁際 lm内外の範囲が一

段深く掘 り下げられた ドーナツ状を呈して

いる。

遺物は土師器の杯・碗・甕、須恵器の邦
・甕、灰釉陶器碗、石器が出土している。

土師器の長胴甕は混入品である可能性があ

る。須恵器杯は底部回転糸切り後無調整で、

胎土はやや荒い。灰釉陶器は漬け掛けの碗

で、高台の内側はやや直線的である。虎渓

山 1号窯跡様式に類似する。時期は、高台

部内側が直線的な灰釉陶器碗の存在から、

10世紀後半以降としたいが、形状の残るや

や雑な作りの須恵器tThが含まれることから、

9世紀後葉から10世紀代と幅を持たせたい。

H5号住居址

687 300m
(1:BO)   2m

第14図 H5号住居址実測図

Ｅ７Ｅ�

第13図 H4号住居址遺物実測図

番 号 器 種 器  形 日径cm 底径cm 器高cm 調  整 。文  様 残存率・部位 備  考

1 須恵器 イ 62 41 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面25Y3/1灰 白色

2 灰釉陶器 碗 ロクロナデ 底部回転糸切り後高台貼付 演け掛け 外面 10YR7/1灰 自色

3 土師器 甕 口縁横ナデ 外面縦ヘラケズリ 内面ナデ 日縁～胴部破片 外面5YR4/3に ぶい赤褐色

番 号 器  種 器  形 最大長 (cmj 最大幅にm) 最大厚 (cm) 調  整・文  様 璽量(g) 備  考

4 石 器 すり石 71 55 2 正面す り面 9199

5 石 器 敲石 17 上下端部・側面に敲打痕

第 6表 H4号 住居址遺物観察表

°P2     濫

-14-



1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、カレトフれック含む。

2 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物やや多い。焼土含む。

3 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、焼土粒含む9

4 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化層。

5 暗赤灰色土 (2 5YR3/1)炭 化物、灰層。

遺構は調査区のほぼ中央D一 う-3グ リッドに位

置する。平面形態は方形である。規模は南北3.Om、

東西3.Om、 検出面から床面までの深さは20cmを 測

る。床面は硬質で、住居址の東側 3分の 1以外は壁

際に溝が掘 り込まれている。ピットは床面上では確

認できなかったが、掘方で主柱穴と思われるPl～
4が確認できた。P3は主柱穴及び貯蔵穴をかねて

いた可能性がある。カマ ドは北壁の東寄 りに位置す

る。住居址内への袖は確認できず、壁外への掘 り込

みと1,lmを越える長さの煙道及び火床が残存して

いた。火床には厚さ 8 cmの 焼土が堆積していた。掘

方は全体に 5～ 10cm程度の厚みがあり、暗褐色上が

埋め込まれていた。遺物は土師器の杯・甕が出土し

た。体部に明瞭な稜を伴う杯、厚手の甕の存在から

古墳時代後期、 6世紀としたい。

6 暗赤褐色土 (2 5YR3/6)焼 土層。

7 暗赤色土 (10R3/4)地 山焼土化。

8 暗褐色土 (10YR3/3)暗 褐色上と渤卜の混合上。

9 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物含む。

10 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、焼土含む。

第15図  H5号 住居址遺物実測図

番 号 器 種 器 形 日径Cm 底径cld 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 不 [12] 丸 底 口縁横ナデ 底部から体部ヘラケズリ 口縁～体部破片 内外面75YR6/8橙 色

2 土師器 甕 口縁横ナデ 口縁破片 内外面 75YR5/8明 褐色

3 土師器 甕 (17) 外面ヘラケズリ後ミガキ 内面ナデ 底部～胴部破片 外面 75YR7/4に ぶい橙色

第 7表 H5号住居址遺物観察表

H6号 住居址

ヽ
畑

687 300m
(上 80)

第16図 H6号住居址遺構 。遺物実測図

1

2

3

4

5

暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、焼上、シルト含む。

赤褐色上 (2 5YR4/8)焼 土層。

黒褐色土 (5YR2/1)炭 化物、灰含む。

極暗赤掲色土 (5YR2/3)焼 土粒、カレト含む。

黒褐色土 (10YR2/1)炭 化物、焼土含む。

ml
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遺構は調査区南の C一 け-5グ リッドに位置 し、Mlに切られる。検出段階で、床面が露出し、部

分的に掘方状態になっていた。正確な平面形態は不明である。規模は掘方の掘 り込みが確認できた範

囲で南北4.8m、 東西3.3mを測る。本住居址に確実に伴うと断定できるピットは確認できなかった。遺

構の南東隅に円形の焼土の堆積が確認できたことから、カマ ドが存在していたと思われる。

遺物は土師器の杯・甕 。羽釜、須恵器の杯・甕が出土したがいずれも小破片である。図示できた土

器は羽釜の口縁部破片の 1点で、やや作 りは荒 く、低い鍔が全周するタイプと思われる。時期は、カ

マ ドが住居址の南東に構築されていたと考えられること、土師器の羽釜が認められ、僅かだが須恵器

邦が認められることから平安時代、10世紀としたい。

番 号 器 種 器  形 日径cm 底径Cm 器高cm 調  整 。文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 羽 釜 外面ヘ ラケズ リ 内面ナデ 鍔貼付 鍔周辺破片 外面25YR5/6明 赤褐色

番 号 器  種 器  形 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 調  整・文  様 重蟄 g) 備   考

2 石器 すり石 全体 にす り 。条痕あ り 47067

第 8表 H6号 住居址遺物観察表

H7号住居址

遺構は調査区南のD一 あ-5グ リッ

態はやや隅丸の南北方向に長い長方

形である。規模は南北6.2m、 東西

途.5m、 検出面から床面までの深さは

最深部で 1 0cmと 浅い。遺構上部の大

半は圃場整備によって削 り取 られた

と考えられる。床面は全体的に土間

状を呈し、硬質である。ピットは大

小 9個確認できた。 Pl～ 4は主柱

穴で、 P5・ 6は入 り口部、P8は貯

蔵穴 と思われる。壁際の溝は確認で

きなかった。炉はPl・ 2の 中間か

らやや北に寄つた位置に存在し、円

形に約 1 5cm程 度掘 り窪めた地床炉で

ある。炉内の壁面は熱によって硬化

していた。また、円形の焼け込みが

住居址中央付近に 1箇所存在した。土

間状の硬質化した床面直下は地山と

な り、掘方状の明瞭な掘 り込みは存

在しなかった。

遺物は、弥生土器の甕・壺 。高lTh

。鉢、石器、ガラス製品が出土した。

時期は赤色塗彩された高杯の存在か

ら弥生時代後期、箱清水期としたい。

1 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、シルトフ
｀
ロック含む。

2 黒褐色土 (7 5YR2/2)炭 化物、焼土粒、シルト含む。

3 黒褐色土 (7 5YR3/1)シ″卜含む。

4 極暗褐色土 (7 5YR2/3)炭 化物、焼土含む。

5 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化層。

6 赤褐色土 (2 5YR4/6)焼 土層。 (炉 )

7 暗赤褐色土 (2 5YR3/4)焼 土層。 (炉 )

ドにイ立置し、D4・ 7・ 8・ 10、 小ピットに切られる。平面形
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第 17図 H7号 住居址実測図
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H8号住居址

遺構はC一 く-3グ リッドに位置し、H2に切 られる。平面形態は方形である。規模は南北7.4m、

東西7.4m、 検出面から床面までの深さは最深部で1 0cmを測る。遺構上部の大半は圃場整備によって削

り取られたと考えられる。床面は全体的に土間状を呈し、硬質である。壁際には溝が巡 らされている。

ピットは大小30個が確認できた。Pl～ 4が主柱穴で、ピット内に礎石状の石が埋め込まれていた。

カマ ドは北壁中央に構築されているが、大半が破壊され凸僅かな袖の張 り出しと火床のみ残存してい

た。火床には径60cm、 厚さ 8 cmの 焼上が堆積していた。掘方は、北側 3分の 2で 5～ 1 0cmと 比較的浅

く、南側 3分の 1は 10～ 20cmと 、やや深く掘り込まれていた。

遺物は土師器の杯・碗・甕、須恵器の邦・甕が出土したが破片が多く、形態の残る物は少ない。須

恵器lThは底部全面にヘラケズリを施している。土師器は高台の付いた土師器碗で前者と時期が異なる

と考えられる。時期は底部全体にヘラケズリを施す須恵器杯の存在、10世紀と考えられるH2に切ら

D 8 金
第 18図 H7号 住居址遺物実測図

番号 器  種 器 形 日径cII 底ecm 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 弥生土器 甕 外面75YR7々にぶい橙色

2 弥生土器 甕 (11) 外面櫛描波状文  口唇部刻み 内面ナデ 表面摩耗 口縁～胴部破片 外面 7 5YR6/4に ぶい橙色

3 弥生土器 褒 外面縦ミガキ 内面ナデ 底部 100 外面 7 5YR7/6橙 色

4 弥生土器 片 口鉢 内外面赤色塗彩 内外面 10R5/6赤 色

5 弥生土器 高邦 内外面赤色塗彩 イ部破片 内外面75R76赤 色

番号 器 種 器  形 最大elcm) 最大幅(cal 最大厚(cD 調  整・文  様 重曇(を ) 備  考

6 石 器 磨製石斧 基部・側面に敲打痕 刃部使用痕 110278 検 出

7 石 器 す り'敲石 7 上下端部に敲打痕 表面す り痕

3 石 器 敲 石 下部に敲打痕 1452 Ⅳ区出土

9 石 器 敲 石 6 下部欠損 先端部敲打痕 28927 Ⅲ区出土

ガラス製品 ガラス小玉 025 口径015 Ⅲ区出土

第 9表 H7号住居址遺物観察表
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1 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、シ″トア
｀
リク含む。

2 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シルトフ
｀
ロック含む。

3 黒褐色土 (7 5YR2/2)炭 化物、カレトフ
｀
ロック含む。

4 黒褐色土 (5 YR2/1)炭 化物、カレトフ
｀
ロック含む。

5 極暗褐色土 (7 5YR2/3)炭 化物、シルトフ
｀
ロック、焼土粒含む。

6 暗赤掲色土 (2 5YR3/6)焼 土層。

7 暗赤褐色土 (5YR3/2)炭 化物、焼土含む。

8 暗褐色上 (7 5YR3/3)炭 化物含む。

9 極暗赤褐色土 (2 5YR3/4)炭 化物、焼土含む。

10 極暗赤掲色土 (5YR2/3)炭 化物、焼土含む。

11 暗褐色土 (10YR3/3)日音褐色土とシルトの混合土。

687 600m

(「 80)    2m

く、__生 口■口■/6

H9号住居址

遺構はD一 う-5グ リッドに位置し、中央部分を南北方向に大きく破壊されている。調査の結果、

平面形態が南北方向に長い、規模が南北4.8m、 東西3.9m、 検出面から床面までと考えられる深さ30

cmの長方形の掘り込みと、ほぼ方形で規模が南北3.8m、 東西3.9m、 検出面から床面までと考えられる

高さが20cmを 測る掘 り込みの 2棟分と考えられる状態となった。正確な新旧関係は断定できない。と

もにカマ ド、主柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器の杯・碗 。鉢、緑釉陶器が出土した。土師器鉢、緑釉陶器は破片である。出土の特徴

として東壁中央からやや北に寄った付近で、形状の整った土器が多く出土した。時期は足高の土師器

碗、小型化した土師器杯・碗が認められないことから10世紀前半としたい。
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第20図 H8号 住居址遺構・遺物実測図

番 号 器  犠 器  形 日径cm 底径cm 器高cl 調  整・ 文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 碗 内外面ロクロナデ 高台部欠損 外面7 5YR5/3に ぶい褐色

2 土師器 碗 8 (25〉 底部回転糸切 り後高台貼付 底部高台 100 外面7 5YR3/3浅 黄橙色

3 土師器 坪 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 底部～体部破片 外面7 5YR6/6橙 色

須恵器 J75 141 丸 底 内外面ロクロナデ 底部ヘラケズ リ 外面 N5/0灰色

5 須恵器 不 14 内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り 内外面5Y7/1灰 自色

須恵器 雰 (11) 底部回転ヘラ切 り 底部80 内外面 N7/0灰 白色

7 須恵器 甕 外面縄 目叩き 内面ハケロ 底部～胴部破片 外面25Y7/1灰 白色

須恵器 甕 外面縄 目叩き 内面ハケロ 胴部破片 外面 N5/0灰色

9 須恵器 甕 外面平行叩き 内面ハケロ 胴部破片 外面 N4/0灰色

番 号 器  種 器  形 最大長(Ca) 最大幅(Cm) 最大厚(cm) 調  整・文  様 重菫 g) 備  考

10 石器 すり石 と41 正面す り面状の使用痕 3933

[1 石器 すり石 正面 に条痕 側面・裏面にす り使用痕 13105 皿区出土

第 10表  H8号 住居址遺物観察表

-19-



⑭

- 5

縛
//1。

1

2

3

黒褐色土 (10YR3/2)炭 化物、シルト、暗褐色上の混合土。

極暗褐色土 (7 5YR2/3)炭 化物、シルト含む。

・遺物実測図

H10号住居址

遺構はD― き-6グ リッドに位置する。平面形態は南北方向に長い長方形である。規模は南北6.Om、

東西4.5mを測り、検出面から床面までの深さは最深部で1 5cmと全体的に浅い。上部の大半は、圃場整

備によって削り取 られたと考えられる。床面は全体に土間状を呈し硬質である。西壁から北壁に壁溝

が認められる。ピットは大小12個確認でき、Pl～ 4が主柱穴、 P9～ 12は入 り口部、P6は棟持に

関すると考えられる。炉はPl・ 2の間に存在し、円形の地面を1 5cm程度掘り窪めた地床炉である。炉

の壁面は熱によって硬化していた。また、中央にやや小型の地床炉が存在した。床面直下の状況は、

＼
ヘ
ロ
　
　
　
　
　
ロ

］『

Ｃ

一

687 100m
(上 80)   2m

黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

炭化物、助卜含む。           4
炭化物、焼上粒、シルト含む。        5
炭化物、渤卜、暗褐色上の混合土。

第21図  H9号 住居址遺構

器 器 種 器 形 口径cm 底ecm 器高cm 調  整・文  様 密存率j部位 備  考

1 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面5YR6/6橙色

2 土師器 郷 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面5YR6/3にぶい橙色

3 土師器 杯 45 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面一部黒色 外面 75YR3/2灰 自色

4 土師器 邪 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR6/6橙 色

5 土師器 邦 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR8/4浅 黄橙色

6 土師器 邦 5 3 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/6橙 色

7 土師器 郷 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR8/1灰 白色

8 土師器 碗 [154] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 内面暗文・黒色処理 外面 10YR3/4浅黄橙色

9 土師器 鉢 [272] 内外面ロクロナデ 底部ヘラケズリ 外面75YR6/4に ぶい橙色

緑釉陶器 碗 口縁端部僅かに外反 内外面緑釉 日縁破片 内外面 10Y5/2オ リープ灰色

第11表 H9号住居址遺物観察表
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土間状の硬質面直下が地山となり、掘方状の明瞭な掘り込みは確認できなかった。

遺物は弥生土器の高必・甕・壺が出土した。時期は弥生時代後期、箱清水期としたい。

国十

口
|

儀
|

儀
|

1 黒褐色土 (5YR3/1)炭化物、勤トガロック含む。

2 黒褐色上 (5YR2/3)炭化物、シルト含む。しまりなし。

3 暗褐色土 (7 5YR3/3)炭 化物、焼上、渤卜含む。

4 黒褐色土 (10YR2/2)炭化物、カレト含む。

5 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シルト含む。

6 暗赤褐色土 (2 5YR3/6)焼 土層。

7 暗赤褐色土 (2 5YR3/3)焼 上層。

ml

A'

第22図 H10号住居址遺構 。遺物実測図
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一
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番号 器 種 器 形 日径cal 底径ω 器高∞ 調  整
「

文  様 残存率・部位 備  考

1 弥生土器 高邦 (96〉 内外面赤色塗彩  ミガキ 表面摩耗 杯部 50 外面5YR6/4に ぶい橙色

2 弥生土器 高坪 (53) 内外面赤色塗彩  ミガキ 表面摩耗 不部 50

第12表 H10号住居址遺物観察表

Hll号住居址

1 黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物、カレト含む。

2 黒褐色上 (10YR2/3)

渤卜と暗褐色上の混合上。

687 000m
Om     (1:80)    2m

hl

δttP5  
舌

くl       ml

第23図  Hll号住居址遺構・遺物実沢1図
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遺構はD一 か-4グ リッドに位置する。遺構の上部は圃場整備によって大半が削り取 られ、確認で

きたのは北壁及び西壁の一部である。調査規模は南北3.2m、 東西3.2m、 検出面から床面までの深さは

最深で 8 cmを 測る。カマ ドの痕跡は認められなかった。実際に存在していたかは断定できないが、東

側が大きく攪乱に破壊されていることから、東壁に構築されていたとも考えられる。

遺物は土師器 。灰釉陶器が出土したが、図示した土師質の小皿 1点を除き小破片で数も少ない。時

期は平安時代としたい。

番 号 器 種 器  形 口径cll 底径cm 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 皿 9 5 16 内外面横ナデ 底部回転糸切 り 外面 10YR7/6明 黄褐色

第13表 Hll号住居址遺物観察表

H12号住居址

遺構はD― く-4グ リッドに位置する。遺構の大半は

削 り取 られた状態で、確認できたのは東壁の周辺部のみ

である。調査規模は南北3.lm、 東西 1.5m、 検出面から床

面までの深さは最深で10cmを 測る。東側で硬質面が残存

していた。末面上で貯蔵六状の土坑が 2カ所に存在した。

カマ ドは東壁に構築されてお り、壁外へ張 り出した火床

部と焼土の堆積が残存していた。遺物は土師器のlTh。 碗

・甕・鉢、灰釉陶器が出土したが、大半は小破片である。

図に示したのは 3点で、 1の上師器碗内面には特徴的な

文様が暗文で描かれていた。三 日月状の高台を持つ灰釉

陶器の存在から10世紀、平安時代としたい。

Ａ
一

燕
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Ｂ
一

A                  1            2      A'
一

687.000m
OP    (1:。 O)    2留

1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、焼上、渤トフれック含む。

2 暗赤褐色土 (2 5YR3/4)焼 土層。

3 黒褐色土 (10YR3/1)炭 化物、洵レトフ
ヾ
ロック含む。

4 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、焼上、シルトアれック含む。

第24図 H12号住居址遺構 。遺物実測図

H13号住居址

遺構はD一 け-3グリッドに位置する。遺構は 2分割した南区と北区の調査区境に位置することか

ら、 2回に分けて調査を行つた。平面形態は南北方向に長い長方形である。規模は南北8.8m、 東西2.5

m、 検出面から床面までの深さは70cmを狽1る 。カマ ド・ピットは確認できなかった。調査状況から竪

穴状遺構である可能性がある。

遺物は土師器 。須恵器、砥石が出土したが、いずれも小破片で数も少ない。時期を決定づける遺物

が認められないことから不明としたい。

番 号 器  種 器  形 日名監m 底径cm 器高cm 調  整・文  様 残存率。部位 備  考

土師器 碗 外面 10YR7/4に ぶい黄橙色

2 土師器 鉢 (105〉 日縁部ロクロ横ナデ 胴部ヘラケズリ 内面黒色処理 口縁～胴部破片 外面10YR5/6 黄褐色

3 灰釉陶器 碗 8 (21) 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 高台内側やや内湾 底部・高台40 内外面75Y7/1 灰 自色

第14表 H12号住居址遺物観察表

-22-



締
臓
□
∞

687.000m
(「 80)

鉛
|

第25図  H13号住居址遺構・遺物実測図

需 器 種 器 形 最大瓢 Cnl 最大幅lcm) 最大厚(cm) 羽  警・文  様 車量(を ) 備  考

石製品 砥 石 (63) (33) 上部～左側欠損 砥面数4 4面条痕あ り

第15表 H13号住居址遺物観察表

H14号住居址
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第26図 H14号住居址実測図
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1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シルト含む。

2 黒禍色上 (10YR2/2)炭 化物含む。

3 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、シルト含む。

4 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、焼土、シルト含む。

5 黒褐色土 (10YR2/2)焼 上、炭化物含む。

6 明赤褐色土 (5YR5/8)焼 土層。

7 赤褐色上 (5YR4/8)焼 土層。

8 黒褐色土 (5YR2/2)焼 上、炭化物含む。

9 黒褐色土 (7 5YR2/2)焼 土デロック、炭化物、灰含む。

10 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物含む。 (堀方)

遺構はA― き-9グ リッドに位置し、H15を切る。南側の一部は溝状の攪乱に破壊されている。平

面形態は方形である。床面は土間状の硬質面を持ち、ピットは11個確認できたが主柱六と断定できる

物は認められなかった。 Pl・ 7の覆土内及び床面直上から形状の残る土器が多数出土 した。カマ ド

は東壁の南寄 りに構築され、南側の一部は攪乱に破壊されている。確認できたのは北袖の一部 と焼土

の堆積した火床である。掘方は薄く、厚さ 5 cm内 外を測 り、全体的に硬質である。

遺物は土師器の郭・碗・甕・鉢、須恵器の杯 。甕、灰釉陶器の碗、形態不明鉄製品、羽口、石器が

出上している。特に土師器杯・碗については形状の残る物が多数出土している。土師器イは口径 9～ 10

cmの小型品、底径が小型で、体部がやや上から押しつぶしたような状態の立ち上がりを見せるものが

認められる。碗は器厚がやや厚めと薄いものがあり、厚手のものに足高の高台が認められる。須恵器

は甕の破片と、杯の破片が僅かに出土した。時期は、須恵器が破片のみで僅かであること、高台が足

高の土師器碗及び小型化した土師器碗が多数含まれることから10世紀後半としたい。ただ、本遺跡と

切 り合い関係にあるH15の床面との比高差が5cm程度と僅かであることから、お互いの出土遺物に混入

品が含まれている可能性にも注意したい。
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第27図 H14号住居址遺物実測図 (1)
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第28図  H14号住居址遺物実測図 (2)

番号 器 種 器  形 口径cm 底径cn 器高cll 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 イ 内外両ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR8/3浅 黄橙色

2 土師器 邦 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 75YR7/6橙 色

3 土師器 邦 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 75YR4/1褐 灰色

4 土師器 イ [104] 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 75YR7/4に ぶい橙色

土師器 邦 12 5 3 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面 75YR8/4浅 黄橙色

土師器 然 12 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 10YR7/4にぶい黄橙色

土師器 tT 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 内外面5YR6/4にぶい橙色

土師器 第 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR5/2灰 褐色

土師器 jlTN 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/3に ぶい橙色

10 土師器 郵 9 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面75YR3/4浅 黄栓色

土師器 邦 [121] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部中央径4mmの 穿孔 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 不 [126] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 第 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り ,ハ ケロ 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 邦 [117] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR8/2灰 自色

土師器 不 3 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 75YR7/6橙 色

土師器 邦 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 75YR7/4に ぶい橙色

土師器 邪 3 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 暗文 外面 75YR7/6橙 色

土師器 lFN 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 1/N 57 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 外面75YR6/4に ぶい栓色

土師器 罫 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面75YR6/8橙 色

土師器 不 を21 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面5YR7/4に ぶい橙色他

土師器 」TN 121 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 胎土粗 し 外面75YR5/4に ぶい褐色

土師器 邦 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR3/3浅 黄橙色

土師器 碗 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 内面黒色処理 高台底部100～体部 外面5YR7/4に ぶい橙色

土師器 碗 (22) 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 内面一部黒色 高台底部100～体部 外面5YR7/41こ ぶい橙色他

土師器 碗 (28) 底部回転糸切 り後高台賂 り付け 内面黒色処理 高台底部100～体部 外面5YR7/4に ぶい橙色

土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面75YR8/3浅 黄橙色

土師器 イ 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面一部黒色 外面75YR7/3に ぶい種色

土師器 杯 21 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7た にぶい橙色

土師器 碗 5 内外面ロクロナデ底部回転糸切り後高台貼り付け内面黒色処理? 外面75YR7/6橙 色

土師器 碗 71 6 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 内面黒色処理 外面5YR6/6橙 色

土師器 碗 59 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台哨 り付け 外面75YR5/3とこぶい褐色

第16表 H14号住居址遺物観察表 (1)
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番 号 器 種 器  形 口径 cm 底径Cm 器高Cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

土師器 碗 と51 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 内面黒色処理 70 外面75YR6/4に ぶい橙色

土師器 碗 72 67 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 内面黒色処理 70 外面75YR7/3に ぶい橙色

土師器 碗 (34) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 高台～体部 外面75YR6/4に ぶい橙色

土師器 鉢 口縁ロクロナデ 体部ヘラケズリ 日縁破片 外面75YR7/6橙 色

須恵器 嚢 頸部外面櫛描波状文 肩部外面叩き 内面ナデ 頸部破片 内外面 N4/0灰色

須恵器 甕 外面櫛描波状文 内面ナデ 胴部破片 外面5B2/1青 黒色

須恵器 甕 外面平行叩き 内面ハケロ 胴部破片 内外面 N5/0灰色

番号 器  種 器  形 最大長 (cml 最大幅(ca) 最大厚(cm) 調  整・文  様 重蟄 g) 備  考

土製品 羽 口 外径 ― 内径 (22〉 周辺欠損

土製品 羽 口 外径8 内径 (22〉 周辺欠損 上部端部選元

石器 敲 石 108 27 縁辺 に敲打痕 34818

第17表  H14号住居址遺物観察表 (2)
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1 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、焼上、カレトデロック含む。

2 暗赤褐色土 (5YR3/4)焼 上、炭化物多く含む。

3 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物やや多い。焼土含む。

4 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物多量含む。焼土含む。

5 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、焼土含む。

6 赤褐色上 (2 5YR4/6)焼 土層。

7 暗褐色土 (10YR3/3)火 床の焼け込み。

8 極暗赤褐色土 (5YR2/4)炭 化物、焼土含む。

9 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物含む。

687 200m
(l f80)    2m

第29図  H15号住居址実測図

遺構はA― き-8グ リッドに位置し、H14に切 られ、南側 3分の 2の上部は削 り取 られている。平

面形態は南北方向にやや長い、隅丸の長方形である。規模は南北4,3m、 東西3,7m、 検出面から床面ま

での深さは北壁の最深部で20cmを測る。床面は土間状の硬質面を持ち、ピットは壁際部分も含め 8個

確認できたが、主柱穴と断定できるものは認められなかった。南壁際と東壁の一部に溝が存在し、南

東コーナー付近の床上から形状の良好な土師器杯・碗がまとまって数個体出土した。カマ ドは東壁の

南寄 りに位置し、壁外への張り出しと、火床が残存していた。火床には径40cm、 厚さ 5 cmの 焼土が堆

積していた。掘方は厚さ 5 cm内外と薄く、全体的に硬質であった。

遺物は、土師器の邦・碗、須恵器tTA・ 甕、灰釉陶器の碗又は皿、羽口、鉄製品が出土した。土師器
lThは径11～ 11.5cmを測 り、器厚はやや厚めで、形状は整っており、作 りが丁寧なものと、形状が楕円

状にややゆがんだ比較的雑な作 りのものが存在する。碗は回縁端部が外反し、高台部は厚めである。
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須恵器tThは破片が大半で、底部と口縁部が存在する。灰釉陶器は底部が残存した皿と思われ、高台は

厚くつぶれたように低い形状で、丸石 2号窯跡に類似する。時期は灰釉陶器から考えると10世紀後半

以降としたいが、出土位置が、10世紀後半としたH14に 上部を破壊された地域であることから、灰釉

陶器については混入遺物である可能性が高い。他の遺物についても混入遺物の可能性があることに注

意したい。本住居址には小型化した土師器不 。碗が認められないこと、僅かだが須恵器杯が認められ

ることなどからH14よ りやや古い10世紀前半としたい。

＼―引J〆  ゃ一十 コン

紗Ю

硬 多 ＼

第30図  H15号住居址遺物実測図

H16号住居址

遺構はB一 あ-10グ リッドに位置し、H18。 22・ 30、 D29。 32・ 35、 M4に切られ、北側は近年

の攪乱に破壊されている。平面形態は南北方向に長い長方形と考えられる。調査規模は南北7.6m、 東

西6.4m、 検出面から床面までの深さは最大で16cmと 浅い。上部は近年の回場整備によって削り取られ

たと考えられる。床面は土間状の硬質面を持ち、ピットは 9個認められた。 Pl・ 2は主柱穴である。

P5は位置的に棟持柱の可能性がある。炉は主柱穴の間に存在し、直径36cmを測る円形で、床面を10

cm程度掘窪めた地床炉である。壁面は熱により焼土化し、硬質である。掘方は踏み固めた床のみで明

確な掘り込みは存在しない。

遺物は、弥生土器の甕・壺が出土した。時期は櫛描簾状文・櫛描波状文を施す甕、赤色塗彩された

甕の存在、住居址の形態が長方形で、北側ピット間に炉が設置されているといった特徴から、弥生時

代後期としたい。

鹸

番号 器 種 器  形 口径cm 底径c皿 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 ネ 6 3 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 底部中央窪み 外面 7 5YR7/3に ぶい橙色

2 土師器 率 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 回唇部煤付着 外面 10YR3/1黒 褐色

3 土師器 坪 4 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理

土師器 然 15 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 7 5YR4/3褐 色

5 土師器 杯 52 内外面ロクロナデ 底都回転糸切 り 平面やや楕円状にゆがみあり 内外面75YR6/6橙色

6 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 平面やや楕円状にゆがみあり 外面 2 5YR6/8橙 色

7 土師器 碗 外面 10YR3/2黒 褐色

8 土師器 碗 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 外面 10YR6/6明 黄褐色

9 須恵器 lTh (56〉 (12) 底部回転糸切 り 火ダスキ 底部破片 外面 75Y6/1灰 色

須恵器 TTN 底部回転糸切 り 火ダスキ 底部破片 外面 10YR7/1灰 白色

11 灰釉陶器 皿 (21) 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り後高台貼 り付け 高台～体部欠損品 内外面75YR8/1灰 自色

番 号 器 種 器  形 最大長 (crd) 最大幅(calj 最大厚(cm) 調  整 ,文  様 重量(g) 備  考

12 土製品 羽 口 周辺部欠損 先端部還元 表面ケズ リ後ナデ

13 鉄製品 角棒状製品 (■4) (13) 上下欠損 2651

第18表 H15号住居址遺物観察表
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1 黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物、勤トガロック含む。

2 黒褐色土 (7 5YR3/2)炭 化物、勤卜含む。

3 暗赤褐色土 (5YR3/4〉

渤卜主体。焼土、炭化物含む。

4 明赤褐色土 (2.5YR5/8)床 への焼け込み。

5 極暗赤褐色土 (2 5YR2/4)炉 の焼け込み。

6 暗褐色土 (7.5YR3/3)炭 化物含む。

7 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物少量含む。

8 暗褐色上 (10YR3/3)シ ″卜多く含む。

D珍

%ば甥%%♭%%♭ば》)蒻ば
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第31図 H16号住居址遺構・遺物実測図

H17号住居址

遺構はA一 け-10グ リッドに位置し、D28に切られ、北壁部分は近年の攪乱に破壊されている。平

面形態は、隅丸の南北方向に長い長方形と思われる。規模は南北7,2m、 東西 5。 6m、 検出面から床面ま

での深さは最大で10cmを測る。遺構上部の多くは近年の同場整備によって削 り取られており、壁の立

ち上が りが認められない力所も存在 した。床面は土間状に硬質で、本遺構に伴うと思われるピットは

中一『
Ｉ
一

1 弥生土器 甕 外面頸部櫛描簾状文 外面口辺・体郡櫛描波状文 内外面口辺部赤色塗彩 日縁～頸部破片 外面7 5YR5/3に ぶい褐色 内面赤色

弥生土器 甕 [541 内外面摩耗 底部～胴部破片 外面5YR6/4にぶい橙色

弥生土器 一霊 [17測 (82) 外面ミガキやや摩耗 内面ハケロナデやや摩耗 底部～胴部破片 外面75YR6/6橙色

4 弥生土器 重 (32) 外面ミガキやや摩耗 内面ナデやや摩耗 底部～胴部破片 外面10YR7/4にぶい黄橙色

第19表 H16号住居址遺物観察表
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6個確認できた。 Pl・ 2・ 5・ 6が主柱穴、 P3・ 4は入 り口に関するピットである。炉はP5・
6の間に存在する。北側半分はD28に破壊されている。掘方は踏み固めた土間状の床のみで明確な掘

り込みは存在しなかった。

遺物は弥生土器の甕・壺、土師器杯、石器等が出土した。土師器杯については、混入品と思われる。

時期は弥生土器の存在及び住居址の形態が長方形で、北側主柱穴間に炉が設置されているといった特

徴から、弥生時代後期としたい。
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暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、勤卜含む。

極暗赤褐色土 (7 5YR2/3)炭 化物、焼土含む。

極暗褐色土 (2 5YR2/4)炉 の焼け込み。
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第32図  H17号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器  種 器  形 白径cn 底径el 器再Cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

土師器 不 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 75YR4/3褐 色

2 弥生土器 鉢 ? [42] (1) 底部ヘラケズ リ 内外面赤色塗彩 底部～体部破片 内外面 10R4/8赤 色

3 弥生土器 一望 外面赤色塗彩  内面摩耗 胴部破片 外面25YR5/6明 赤褐色

弥生土器 甕 外面櫛描波状文 胴部破片 外面 10YR4/4褐 色

第20表 H17号住居址遺物観察表 (1)
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番号 器  種 器  形 口径 cm 底径cm 器高m 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

5 弥生土器 甕 外面櫛描波状文 胴部破片 外面 7 5YR4/4褐 色

6 弥生土器 甕 外面櫛描波状文 胴部破片 外面 7 5YR4/3褐 色

番号 器 種 器  形 最大長em) 最大幅(cm) 最大厚(c0 調  整・文  様 重量 g) 備  考

7 石 器 砥石 53 4 正面に砥石使用痕 3712

8 石 器 打製石斧 (15〉 下部欠損 (29651)

9 石 器 剥片 31 19 1 正面に剥離面 (二次加工は認め られない) 548

第21表  H17号住居址遺物観察表 (2)

H18号住居址

遺構はA一 こ-10グ リッドに位置し、H16を切る。西側に床面が一段高い竪穴状の遺構が付随する。

検出段階で切り合いが確認できなかったことから、やや段差の伴う張 り出し部である可能性も考えら

れる。規模は南北3.6m、 東西4.4m、 検出面から床面までの深さは最大で1 5cmを 測る。床面は土間状

の硬質面を持つ。壁際の溝は認められなかった。ピットは掘方における発見も含めて11個確認でき、

北東コーナー及び北西コーナーに土坑が存在する。カマ ドは北壁の東寄 りに構築されている。ほとん

どが破壊され、北壁外への張 り出しと火床が残存するのみである。掘方は全体的に 5～ 1 5cmの厚みで

強粘性の暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の郭 。碗・甕 。羽釜、須恵器の甕、灰釉陶器の皿、石器が出土した。土師器の杯は大半

が小型化した形状で、土師器碗は深みのある杯部を持ち、高台は厚めで、高さは 1～ 1,3cm程度である。

羽釜は口縁の破片で 2種類存在する。形状はやや樽形をしたものと思われる。灰釉陶器は漬け掛けで高

台は低く、やや厚めである。時期は杯の大半が小型化していること、灰釉陶器皿に漬け掛け、高台が低

く厚い丸石 2号窯跡に類似するものが含まれることから平安時代、10世紀後半～11世紀前半としたい。
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12

黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、焼土、褐色土含む。

黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物含む。

黒褐色土 (10YR2/3)褐 色土デロック、炭化物含む。

黒褐色上 (10YR2/3)炭 化物、焼上、シルトフ
ヾ
口7/●含む。

黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、焼土含む。

黒掲色土 (7 5YR3/1)灰 層。

赤黒色土 (2 5YR2/1)灰 、焼上、炭化物含む。

暗赤褐色土 (2 5YR3/6)焼 上層。

黒褐色土 (5YR3/1)焼 土、炭化物含む。

黒褐色土 (10YR3/1)焼 上、炭化物、灰含む。

暗褐色土 (10YR3/3)渤 卜と黒褐色上の混合土。

黒褐色土 (10YR2/3)シ″卜と黒褐色上の混合土。
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第33図  H18号住居址実測図
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第34図  H18号住居址遺物実測図

H19号住居址

遺構は C一か-1グ リッドに位置し、北側は近年の攪乱に破壊されている。H14と 切 り合い関係に

あるが、遺構の深度が浅いため確実な新旧関係は検出段階で確認できなかった。平面形態は方形と思

われる。規模は南北4.2m、 東西5.2m、 検出面から床面までの深さは最大で 1 3cmを測る。床面は周辺

の地山が強粘性であることから、土間状の硬質面を持ち、 2カ所に円形の焼土が存在した。羽口が出

土していることから住居内で小鍛冶が行われていた可能性も窺える。ピットは 6個確認できたが、確

実に本遺構に伴うかは断定できない。カマ ドは南東コーナーに構築されているが大半は破壊され、壁

外への一部張り出しと焼土の堆積した火床が残存しているのみであつた。掘方は全体的に 5～ 1 0cm掘

り込まれ、強粘性の暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・碗 。羽釜、須恵器の蓋・甕、灰釉陶器、緑釉陶器、羽日、石器が出上した。須

恵器の甕、灰釉陶器、緑釉陶器は小破片で出土量も僅かである。土師器杯は小型化 し、かわらけ状の

番 号 器  種 器  形 口径clE 底径cm 器萬cll 調  整 。文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 郷 5 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 10YR7/3に ぶい黄橙色

2 土師器 郎 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 10YR7/4に ぶい黄橙色

3 土師器 辱 51 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面 10YR3/4浅黄橙色

4 土師器 邸 101 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面 10YR6/2灰黄褐色

5 土師器 雰 10 5 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/6橙色

6 土師器 イ 104 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面 75YR8/3浅 黄橙色

7 土師器 碗 135 6 杯部内外面ロクロナデ 高台貼付 外面指頭圧痕 内外面 75YR7/4に ぶい橙色

8 土師器 碗 杯・高台部内外面 ロクロナデ 高台貼付 外面75YR7/8黄 橙色

9 土師器 碗 6 外面ロクロナデ 内面ミガキ 底郡回転糸切り後高台貼付 表面一部摩耗 外面 75YR7/6橙 色

土師器 碗 坪部外面高台ロクロナデ 内面放射状暗文・黒色処理 底部・高台 100 外面 10YR7/1灰 自色

土師器 羽 釜 口縁横ナデ 鍔貼付 日縁 鍔破片 外面 75YR7/6橙 色

土師器 羽 釜 [24] (113) 口縁内外面横ナデ 鍔貼付 胴部外面ヘラケズリ 内面ナデ 回縁・鍔破片 外面 5YR6/6橙色

須恵器 甕 口縁外面8単位櫛描波状文 内外面 自然釉付着 回縁破片 外面 10Y4/1灰 色

灰釉陶器 皿 内外面ロクロナデ底部ロクロナデ高台貼付三角高台ざみハケ塗り? 内外面 5P7/1明紫灰色

灰釉陶器 皿 高台～口縁破損品 内外面 10YR8/1灰 自色

緑釉陶器 内外面緑釉 破 片 内外面5Y4/4暗オリフ'色

番 号 器 種 器 形 最大長 (cnj 最大幅(cml 最大厚(cm) 調  整 文  様 重量(g) 備  考

17 石器 敲石 下部欠損 32076 I区出土

第22表  H18号住居址遺物観察表
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形態を持つ。羽釜の鍔部分は部分的に貼 り付けた形態で全周しない。須恵器蓋については形状か ら時

期がやや古い可能性がある。時期は土師器tTh及び羽釜の形状から平安時代、11世紀以降としたい。

‐
|
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Ⅷ

引
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'以'与
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1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、洵レト含む。

2 黒褐色上 (10YR2/2)炭 化物、焼上、シルト含む。

3 黒褐色土 (10YR2/3)シ ルト多く、炭化物含む。

4 暗赤褐色土 (2 5YR3/3)焼 上、灰、炭化物含む。

5 暗赤褐色土 (2 5YR3/6)焼 土多量、炭化物、灰含む。

6 赤黒色土 (2 5YR2/1)炭 ・灰層。

7 暗赤褐色土 (2 5YR3/6)焼 土層。

8 赤灰色土 (2 5YR4/1)焼 土ガロック含む。

9 暗赤褐色土 (2 5YR3/4)地 山への焼け込み。

10 黒褐色土 (7 5YR2/2)炭 化物、焼上含む。

■ 暗褐色土 (7 5YR3/3)炭 化物含む。
踵勢V

6

▼
第35図  H19号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器 種 器  形 回径cm 底径cm 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 杯 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部穴あり 外面10YR7/4に ぶい黄橙色

2 土師器 郭 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 5YR4/3に ぶい赤褐色

3 土師器 不 [123] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR8/3浅黄橙色

4 土師器 羽釜 (147) 口縁横ナデ 鍔独立型貼付 外面ヘラケズリ 内面ナデ 日縁～胴部破片 外面 5YR5/8明 赤褐色

5 須恵器 蓋 つまみ径3 内外面ロクロナデ つまみ貼付 天丼部回転ヘ ラケズ リ つまみ～返り部破片 内外面 N5/0灰色

6 緑釉陶器 内外面緑釉 口縁破片 内外面 75Y4/3暗 オ リー ブ色

番 号 器 種 器  形 最大長 (cm) 最大幅他け 最大厚 (c14) 調  整・文  様 重興 g) 備  考

土製品 羽 口 3 上下欠損 上部一部還元

8 石 器 敲 石 (111) (57〉 下部欠損 上部・側面敲打痕 50447

第23表  H19号住居址遺物観察表
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H20号住居址

遺構はA一か-8グ リッドに位置する。平面形態は隅丸の方形である。規模は南北4.4m、 東西4.lm、

検出面から床面までの深さは1 0cmを測る。床面は土間状に硬質面を持つ。ピットは 4個確認できたが、

位置的に性格は不明である。南東コーナー付近の床面上に円形の焼土の堆積が認められ、この場所に

カマ ドが存在していたか、あるいは羽口が出土していることから小鍛冶が行われていた可能性も考え

られる。遺物は土師器の杯・碗・甕、須恵器の杯・蓋・甕、灰釉陶器、緑釉陶器、羽回、石器が出土

した。須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器は小破片で出土量も僅かである。土師器杯は小型化した形状であ

る。時期は、小型化した土師器邦が伴うことから10世紀後半～11世紀前半としたい。

』
陶

〕９
一
■
了
＾

～一一一
一

Ｆ

ｉ
■

互軍V
6

〆け
-7

炭化物、焼上、褐色フ
｀
ロック、カレト含む。

炭化物合む。

炭化物、焼土含む。

炭化物含む。シルト質土。上面硬質。

焼上、炭化物やや多い。

罫

μ
５

斜

Ｄ
一

687 200m

(1:00)   2m

1 黒褐色土 (10YR2/3)

2 黒褐色土 (10YR2/3)

3 黒褐色土 (10YR2/3)

4 暗褐色土 (10YR3/3)

5 暗赤褐色土 (5YR3/3)鮎

第36図 ■20号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器  種 器  形 日径 cm 底径cn 器高cl 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

土師器 不 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面5YR7/3に ぶい橙色

2 土師器 碗 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り後高台貼付 内外面5YR7/4にぶい橙色

3 土師器 甕 (125〉 日縁横ナデ 外面ヘラケズリ 内面検ハケナデ 口縁～胴部破片 外面25YR6/8橙 色

土宮F器 甕 口縁横ナデ 外商ヘラケズリ 内面横ハケナデ 口縁～胴部破片 外面25YR6/4に ぶい橙色

5 緑釉陶器 皿 内外面淡い緑釉 段皿 口縁破片 内外面 10Y7/2灰 白色

6 緑釉陶器 内外面緑釉 口縁破片 内妹面 10Y4/2オ リフ
｀
灰色

番号 器  種 器  形 最大長(al 最大幅他al 最大厚lcm) 調  整・文  糠 菫量 g) 備  考

7 百器 石匙 一部 自然面が残存 (摩滅のためか )

8 土製品 一部還元 破片資料

第24表 H20号住居址遺物観察表

H21号住居址

遺構はA一 う-9グ リッドに位置し、D20。 21・ 30に切られ、東側は調査区域外となる。平面形態

はやや隅丸の方形と考えられ、南壁は一段高いテラス状の段となる。調査規模は南北6.8m、 東西 5。 lm、

確認面から床面までの深さは最深で25cmを 測る。ピットは床面上で 9個確認できた。北側のPlと P
2の間にいくつかの窪みがまとまって存在し、一部は熱によって焼土化し硬質な壁・底面を持つもの
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も認められた。また、東の調査区境にも円形の焼土化 した窪みが認められた。本遺構内か ら鉄滓・羽

口が出土するため、小鍛治が行われていた可能性が推察できる。また、南東コーナーに位置するD20
からは形状の残るFThも 多数出土した。調査範囲からカマ ドは確認できなかった。調査区域外の東壁に

構築されている可能性がある。掘方は厚さ 5 cm内外の土間状の硬質面直下は地山の砂礫層となり、明

確な掘り込みは確認できなかった。

遺物は土師器の杯・碗 。甕、須恵器の杯・甕、灰釉陶器の皿、緑釉陶器の碗、羽日、石器、鉄製品、

鉄滓が出上した。土師器の杯・碗の出土が多い。土師器イは口径が10～ 1 lcmと 全体的に小型である。

土師器碗は厚 く、やや深みのある内黒の不部を持つ。また破片中にはやや足高の高台も認められる。

灰釉陶器の皿は漬け掛けで高台は低く蒲鉾状である。緑釉陶器碗は表裏全体に施釉されている。時期

半～11世紀前半としたい。

‐ヽ

‐

ヽ
一　
　
　
。
　
　
「

1 黒褐色土 (10YR2/3)

2 暗褐色土 (10YR3/3)

3 暗褐色土 (7 5YR3/4)

4 黒褐色土 (10YR2/3)

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 黒褐色上 (10YR2/3)

7 黒褐色土 (7 5YR3/2)

8 暗赤褐色土 (5YR3/2)

9 暗褐色土 (10YR3/3)

号住居址実測図

口
|

口
|

687 200Hl
(● 40)

687 200m
OP    (1:40)    2P

炭化物、赤色粒、助卜含む。

炭化物、小石含む。

炭化物、カレト含む。

炭化物、焼土含む。

炭化物、カレト含む。

炭化物、小石含む。

炭化物、焼土含む。

炭化物、焼土含む。

炭化物含む。上面硬質。

逆m

は
＼
＼
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一

甥 687 200m
(1:80)    2m

第37図  H21

-34-



偶

‐―

‐Ｉ

Ｈ

Ｈ

‐――

胤

＝

―キ

ーー

ーーー

円

――

‐Ｉ

Ｈ

日

Ｈ

ＩＩ‐

―――

―――

‐―

同

Ｈ

‐―

留

。

ｏ

=∪¶

ぷ
14

15
13

の
′ど t::::::i} :〉

 ) 
、

17             '   18

―

④

―

19鬱
鶴
判
β ~ 21   20
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番 号 器 種 器 形 回径 cll 底ecD 器高cll 調  整・ 文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面2 5YR6/6橙 色

2 土師器 邦 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面 75YR7/4に ぶい橙色

3 土師器 不 10 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 75YR7/3に ぶい橙色他

4 土師器 郷 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面75YR7μ にぶいrgk色

5 土師器 算 119 5 4 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面 5YR7/6橙色

6 土師器 杯 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 平面形状やや精 円形 内外面 5YR7/6種色

土師器 」TN 37 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 75YR7/31こ ぶい橙色他

8 土師器 必 111 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面 5YR7/6橙色

9 土師器 不 37 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面 75YR7/41こ ぶい橙色

10 土師器 不 111 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面 75YR7/4に ぶい橙色

11 土師器 碗 152 9 外面75YR8/2灰 自色

と2 土師器 碗 (25) 高台貼付 底部 高台 100 外面 10YR7/4に ぶい黄橙色

土師器 碗 (24) 高台貼付 底部 ,高 台 100 内外面 5YR7/3にぶい橙色

土師器 碗 7 (24) 高台貼付 内面黒色処理 底部・高台 100 外面 75YR7/3に ぶい橙色他

15 灰釉晦器 皿 [126] [72] 内外面ロクロナデ 高台貼付 断面蒲鉾状 内外面 N7/1灰色

緑釉陶器 硫 [75] (56) 内外面高台・底部にかけて緑釉 内外面5Y4/4暗 オリフ色

番号 器  種 器  形 最大長(cnj 最大幅にい 最大厚 lcnl 調 整・文  様 重量(g)

17 土製品 先端部還元 先端部破片 炉出土

土製品 羽 口 (54) (67) 先端部還元 先端部破片

19 金属製品 不 明 (38) (43) (03) 周辺部欠損 (1245) 〔区出土

石器 敲石 144 上下端部・側面に敲打痕 28222

石器 スクレイパー? 全体 に表面滑 らか 周辺使用痕 らしき剥離面 4692 混入製品

石 器 打製石斧 (102) (81) (18) 上部欠損 刃部一部摩耗 (20287) Ⅲ区出土 混入製品

鉄製品 紡錘車 軸径06 車厚 12 軸部上下欠損 (8162)

鉄製品 町棒状製S (253) 上下欠損 (45〉

第25表  H21号住居址遺物観察表
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H22号住居址

遺構はB― い-9グ リッドに位置 し、一部近年の

攪乱に破壊されている。平面形態は方形である。規

模は南北3.Om、 東西3.Om、 検出面から床面までの

深さは25cmを測る。床面はほぽ平坦で、土間状の硬

質面を持つ。ピット、壁溝、カマ ドは確認できなか

った。遺構の状態から竪穴状遺構的な性格の遺構で

ある可能性もあるが今回は住居址として取り扱つた。

遺物は土師器の杯 。甕が出上したが量は少ない。

時期は薄手の甕の存在から奈良 。平安時代としたい。

H23号住居址

遺構はB一 う-10グ リッドに位置し、一部攪乱に

破壊されている。平面形態は東西方向に長い長方形

である。規模は南北4.Om、 東西 5。 8m、 確認面から

床面までの深さは30cmを 測る。ピットは床面上で 9

個確認できた。北東コーナーに掘 り込まれたP5は
位置的に貯蔵穴である可能性がある。主柱穴はPl
。2あ るいはP6・ 8と考えられる。柱の移動を伴

う建て替えがあった可能性も窺える。

カマ ドは北壁中央に構築され、両袖

及び壁外へ延びる煙道の一部、焼土

の堆積 した火床が残存していた。掘

方は 5～ 10cmの厚みで強粘性の暗褐

色土が埋め込まれ、中央に比べ、北

・東・南側の壁際をコの字状にやや

深く掘 り下げいていた。

遺物は土師器のイ・甕 。高杯、須

恵器の甕、日玉、石器、鉄製品が出

土した。土師器lThは 丸底で、体部途

中に明瞭な稜を持つ。高不は裾部及

びlTh部 が大きく開き、杯部の体部途

中に明瞭な稜を持つ。甕は厚手で、

破片か らやや胴長と胴丸状が認めら

れる。臼玉はやや大きめの造 りで、

カマ ド東脇から出土した。時期は明

瞭な稜をもつ土師器郭及び高杯の杯

部形状が土師器邦と同形態であるこ

とから古墳時代、 6世紀としたい。

1 黒褐色土 (10YR2/3)シ ルトフ・ロック、炭化物含む。

第39図  H22号住居址実測図
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1 黒褐色土 (10YR2/8)炭 化物、》トフロ`ック含む。

2 極暗褐色土 (7 5YR2/3)焼 上、炭化物含む。

3 極暗赤褐色土 (5YR2/3)焼 土多く、炭化物含む。

4 黒褐色土 (10YR2/3)黒褐色土と暗褐色上の混合土。炭化物含む。

5 暗掲色土 (10YR3/3)黒褐色土と暗褐色上の混合土。炭化物含む。

6 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、渤卜含む。

7 暗赤色土 (10R3/6)焼 土層。

8 黒褐色土 (5YR2/1)焼 土、灰、炭化物多く含む。

9 暗赤褐色土 (2 5YR3/3)焼 土層。袖内壁の焼け込み。

10 暗褐色土 (7 5YR3/3)粘 質。渤卜含む。

■ 黒褐色土 (5YR2/2)煙 道部地山への焼け込み。

12 暗褐色土 (10YR3/3)黒褐色土と褐色上の混合土。炭化物含む。

13 黒褐色土 (10YR3/2)褐 色土と黒褐色上の混合土。炭化物含む。
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第41図 H23号住居址カマド・遺物実沢I図

H24号住居址

遺構は B― お-9グ リッドに位置し、M3・ 4・ 5に切られる。平面形態は南北方向に長い長方形

である。規模は東西4.8m、 南北6.2m、 確認面から床面までの深さは最深で3 5cmを 測る。床面は全体

的に土間状の硬質面を持つ。ピットは10個確認できた。Pl～ 4は主柱穴、 P5は棟持柱、P7～ 10

は入 り口に関係するピットと考えられる。炉は Pl・ 2の 間に設置されている。やや南北に長い楕円

形で、地面を掘 り窪めた地床炉である。炉内の焼土を取 り除いた壁及び底面は熱によって焼土化 し硬

質であった。

遺物は弥生土器の高FTN・ 鉢・甕・壺、土師器の杯、石器が出上した。時期は、赤色塗彩された壺及

び甕の形状から弥生時代後期としたい。

番号 器  種 器 形 口省筆血 底径cm 器高cE 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

土師器 郭 丸底 腹
魚 外面5YR6/2灰褐色

2 土師器 小型甕 5 97 口縁検ナデ 胴部・底部ヘラケズ リ 内面ナデ 外面25YR6/4に ぶい橙色

3 土師器 高坪 [13] (58) 杯部口縁外面検ナデ 体部から脚部外面ヘラケズリ 郷部内面黒色処理 外面 75YR8/3浅 黄橙色

4 土師器 高郷 外面 75YR3/2灰 自色

番号 器 種 器 形 最大長徹 lJ 最大幅lCml 最大厚ω 調  整・文  様 重量(g)

5 石製品 臼玉 外径 16 孔径025 07 一部欠損 滑石製 242

6 石製品 臼玉 外径 16 孔径025 07 一部欠損 滑石製 カマ ド出土

石製品 臼 玉 外径 17 孔径03 一部欠損 滑石製 263

8 石器 敲 石 197 側面に敲打痕 64111 江区出土

9 鉄製品 鋤 先 155 片側基部欠損 (5766)

第26表 H23号住居址遺物観察表
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1 黒褐色土 (10YR2/8)炭 化物、シルト含む。

2 暗褐色土 (10YR3/3)シルト多く、炭化物含む。

3 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、渤卜含む。

4 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物やや多く、勤トフロ`ック含む。

5 赤褐色土 (2 5YR4/8)炉 焼け込み。

6 暗赤褐色土 (2.5YR3/3)炉 焼け込み。
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H24号住居址遺構・遺物実測図
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第43図 H24号住居址遺物実測図

H25号住居址

遺構はB一 お-10グ リッドに位置する。平面形態は方形である。規模は南北3.5m、 東西4.4m、 検

出面から床面までの深さは最深で2 5cmを 測る。床面は土間状の硬質面を持ち、ピットは 8個確認でき

凩
齢
訓
▽
〇

た。主柱穴 と断定

できるピットは認

め られなかった。

壁際には溝が巡り、

西壁か ら東方向に

間仕切 り状の溝が

延びる。カマ ドは

北壁の東寄 りに構

築されている。壁

外に張 り出した火

床部分及び煙道の

立ち上が りの一部

が残存 していた。

掘方は全体に 5～
1 5cmの 厚みで強粘

性の暗褐色土が埋

め込まれていた。

遺物は土師器の

邦・甕、須恵器の

杯・甕が出上した。

いずれも小破片で、

(虚

番 号 器  種 器  形 回径 cm 底径cm 器高cm 調  整・文  様 残存率・部位 情  考

弥生土器 鉢 174 51 66 内外面ミガキ 赤色塗彩 外面塗彩部分的に景lRIt内 面塗彩部景1離大 外面 10R5/8赤 色

2 弥生土器 高郵 杯部内外面・脚部外面赤色塗彩 内面ヘラ調整 不底部～脚部上半 外面10R5/8赤 色

3 弥生土器 高 杯 (66) イ部内外面・脚部外面赤色塗彩 内面ヘラ調整 脚部100～ 体部一部 外面25YR5/6明赤褐色

土師器 不 122 37 内外面ロクロナデ底部回転糸切り口唇部・底部に煤付着混入遺物 内外面75YR7/41こ ぶい橙色

5 弥生土器 甕 259 口縁朔同部上半外面9単位櫛描羽状文 胴部下部外面縦ミガキ 内面ナデ 外面75YR4/3褐色

6 弥生土器 甕 外面櫛描波状文  日縁内面ハケナデ・ ミガキ 外面5YR5/4に ぶい赤褐色

7 弥生土器 一更 219 (251) 外面縦ミガキ ロ縁内面横ナデ 全体に表面摩耗 外面75YR7/6橙色

8 弥生土器 圭霊 255 口縁内外面赤色塗彩 頸部外面櫛猫横線文・櫛描垂下文 表面摩耗多 口縁～頸部 外面 10R5/6赤 色

番 号 器  種 器  形 最大長 ealJ 最大幅(Cla) 最大厚 (cm) 調  整 。文  様 重量(g)

9 石 器 すり。敲石 表面・側面に敲痕 裏面にす り面 74463 Ⅲ区出土

10 石 器 すり,敲石 126 3 18 両面 にす り面 先端部に敲痕 10823 Ⅲ区出土

11 石 器 砥 石 122 砥面4 条痕あり 検 出

第27表 H24号住居址遺物観察表
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l 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シ″トフ
｀
ロック含む。

2 極暗赤褐色土 (5YR2/3)炭 化物、焼土多く含む。

3 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、シルトデリク合む。

4 暗赤褐色土 (5YR3/4)焼 土層。

5 極暗褐色土 (7 5YR2/3)炭 化物、焼土含む。

6 暗褐色土 (10YR3/3)褐 色土と黒褐色上の混合土。

第44図  H25号住居址実測図
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形状が残るものは丸底の底部から立ち上がり体部途中

に明瞭な稜を持つ土師器杯の 1点である。時期は土師

器不の形状から古墳時代、 6世紀前後としたい。
!:ユ i:■■日BIIIIIII''|!'レ

ン

第45図  H25号住居址遺物実測図

需 器 種 器 形 口acm 底ecn 器高cm 調  整 。文  様 残帝率1部位 惰 !考

土師器 必 丸底 口縁横ナデ 外面ヘラケズリ 内面ナデ 外面75YR8/8黄 橙色

2 須恵器 甕 (56) 内面ナデ  自然釉付着 高台～ 1同 下部破片 外面75Y4/1灰 色

第28表 H25号住居址遺物観察表

H26号住居址

遺構はD一 か-3グ リッドに位置する。平面

形態は南北方向に長い長方形である。規模は南

北5,Om、 東西4.4m、 検出面から床面までの深さ

は最深で22cmを測る。床面は全体的に土間状で

硬質である。ピットは 7個確認できPl～ 4は主

柱穴、 P6・ 7は入 り口に関係するピット、P5
は貯蔵穴の可能性が考えられる。床面のPl・
2の間及びほぼ中央の 2カ所に焼土が認められ

た。中央の焼土は掘 り込みはなく、床面の焼け

込みのみ確認できた。 Pl・ 2の 間の焼土は本

住居址の炉址で、円形に深さ 5 cm程度掘 り窪めた

地床炉である。炉内の焼土除去後の壁及び底面

は焼土化 し、硬質であった。掘方は土間状に硬

質となった床面のみで明確な掘 り込みは存在し

なかった。遺物は弥生土器の甕・壷・甑が出土

した。赤色塗彩された壺、櫛描簾状文・櫛描波

状文等を施す甕、住居址形態が長方形で、北側

主柱穴間に炉を設置するといった特徴か ら、弥

生時代後期としたい。

1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、シルト含む。

2 暗褐色土 (10YR3/3)シ ルトやや多く、炭化物含む。

3 黒褐色土 (10YR2/3)シ ルトやや多く、炭化物含む。

4 暗褐色土 (10YR3/3)黄 褐色土と黒褐色上の混合上。

5 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物含む。

6 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、勤トフれック含む。

7 赤褐色土 (2 5YR4/8)炉 焼け込み。

8 極暗赤褐色上 (2 5YR2/4)炉 焼け込み。

9 暗赤褐色土 (2 5YR3/3)焼 け込み。
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第47図 H26号住居址遺物実測図

1 弥生土器 覆 日糾 胴部上半櫛描波状文 頸部簾状文 胴部外面下半縦ミガキ 内面ナデ 外面75YR73に ぶい橙色

弥生土器 甕 (202) 外面75YR5/6明 褐色

弥生土器 甑 171 46 外面ミガキ 内面積ミガキ 全体に摩耗 底部中央に径 8n」 a穿孔 外面75YR6/6橙 色

弥生土器 壷 (106) 外面縦ミガキ 内面ハケナデ 全体に摩耗 底部～胴下半片 外面75YR7/3に ぶい橙色

弥生土器 士璽 外面ハケロ 底部周辺ヘラケズリ 内面ナデ 底部～胴下半片 外面 10YR8/3浅黄橙色

6 弥生土器 重 7 (147) 外面赤色塗彩 内面ナデ 底部～胴部片 外面10R4/3赤 褐色

7 弥生土器 壼 146) 外面ナデ 表面やや摩耗 底部のみ 外面75YR7/4に ぶい栓色

石器 すり石 7望 全体 にす り痕 40573

第29表 H26号住居址遺物観察表

H27号住居址

:ぶ

〔
Ｑ

1塊ビ

1 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、院土少量含む。

2 暗赤褐色土 (5YR3/3)炭 化物多く、焼土含む。

3 黒褐色土 (5YR2/2)炭 化物、焼土含む。

4 暗赤褐色土 (2 5YR3/6)焼 土層。

5 極暗赤褐色土 (5YR2/4)焼 上、炭化物含む。

6 黒褐色上 (5YR2/2)炭 化物、焼土含む。

7 黒褐色土 (5YR2/1)炭 化物、灰、焼土多く含む。

8 極暗褐色上 (7 5YR2/3)焼 上、炭化物含む。

Om
687.100m
(1:80)     2ぃ

第48図 H27号住居址実測図

-41-



遺構はD一 く-1グ リッドに位置し、H28を切 り、M4に切られる。平面形態は、ほぼ方形である。

規模は南北3.4m、 東西2.9m、 確認面から床面までの深さは最深で 5 cmを測る。遺構の上部の大半は圃

場整備によって削 り取 られた状態である。ピットは土坑状のものを含め 3個認められたが、主柱穴 ら

しきピットは確認できなかった。カマ ドは東壁の南に位置 し、カマ ドの北側から北西コーナーにかけ

て壁溝が存在した。カマ ドは大半が破壊され、火床及び壁外への張 り出しが確認できた。

遺物は土師器の杯・碗・甕・羽釜、須恵器の甕、灰釉陶器が出土した。土師器イは薄く、開き気味

に立ち上が り、上からやや押しつぶした状態のものと径 1 0cm程 度の小型が存在する。通常サイズのlTh

は全体的にいびつな形態が目立つ。土師器碗の杯部形態は、lThと ほぼ同様の様相で、高台は 「ハ」の

字状に開く。足高は認められない。土師器の羽釜と識別できるものは、鍔部分の破片で、体部か らの

張 り出しは 2 cm程度である。灰釉陶器は底部周辺の破片のため、碗か皿かは判別できない。施釉方法

は漬け掛けで、高台は三 日月状ほどではないが内側はやや反 りを見せる。時期は押しつぶされたよう

な形状の上師器杯・碗、小型化した杯・碗が含まれることから、平安時代、10世紀としたい。

代 L
第49図  H27号住居址遺物実測図
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番 号 器 種 器 形 日径cm 底径cll 器高cII 調  整・文  様 残存率・部位 備  考

1 土師器 IFTN 内外面ロクロナデ 底部回転糸切リ ロ唇部 1カ 所に煤付着 内外面 10YR7/4に ぶ い黄橙色

2 土師器 然 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 70 内外面 10YR7/4に ぶ い黄橙色

3 土師器 イ 126 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR4/3褐色

4 土師器 イ 13 底部回転糸切 り 器形全休 にゆがみ 外面にヘラによる刻み痕 外面75YR6/4に ぶ い橙色

5 土師器 芥 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面5YR6/3に ぶい橙色

6 土師器 不 136 55 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面5YR6/3に ぶい橙色

7 土師器 郎 13 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 平面精円状 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 碗 内外面ロクロナデ 内面黒色処理  口唇部煤付着 高台貼付 外面75YR7/4と こぶい橙色

9 土師器 碗 14 5] 内外面ロクロナデ 高台貼付 内外面 10YR7/4に ぶ い黄橙色

10 土師器 碗 137 内外面ロクロナデ 高台8割欠損 外面25YR5/4に ぶい赤褐色

11 土師器 碗 内外面ロクロナデ 高台欠損 内外面5YR4/2灰 褐色

12 土師器 碗 内外面ロクロナデ 高台欠損 70 外面5YR4/4に ぶい赤褐色

13 土師器 羽釜 鍔貼付No14と 同一個体の可能性あ り。 鍔周辺破片 外面 10YR7/4に ぶい黄橙色

土師器 羽釜 鍔貼付No13と 同一個体の可能性あ り。 鍔周辺破片 外面 5YR5/4に ぶい赤褐 色

須恵器 褒 外面平行叩き 破 片 外面N3/0暗灰色

須恵器 甕 外面平行叩き 破 片 外面75Y3/1オ リゲ黒色

17 灰釉陶器 碗 ? ロクロナデ 高台貼付 漬け掛け 高台～体部破片 外面25Y7/1灰 自色

第30表  H27号住居址遺物観察表
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H28号住居址

遺構はD一 け-2グ リッドに位置し、H27、 M4に切 られ、西側は調査区域外となる。平面形態は

方形又は長方形と思われる。規模は南北4.5m、 東西は調査規模で最大3.2m、 確認面から床面までの深

さは最大10cmを 測る。床面は土間状の硬質面を持ち東壁から北壁にかけて壁際に溝が巡る。ピットは

2個確認できた。 P2は位置的に貯蔵穴と思われる。確実に主柱穴と呼べるピットは確認できなかっ

た。カマ ドは東壁の中央か らやや南に位置するが、北側は攪乱に破壊されている。確認できたのは南

袖と火床の一部である。硬質な床面直下は地山の砂礫層となり、明確な掘方の掘り込みは認められな

かった。

遺物は土師器の杯・軸輯甕 。小型甕、須恵器甕、灰釉陶器の皿、石器が出土した。小破片が大半を

占める。土師器邦は切 られるH27の tTNに 比べ形状が整い、作 りは丁寧である。土師器軌櫨甕及び須恵

器甕は胴部の破片、灰釉陶器は回縁部の破片である。

時期は10世紀前半としたH27に切られること、土師器邦の形状から平安時代 9世紀後半～10世紀前

葉としたい。

劾

どこと
'

687 000m
Om     (1:80)    2m
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1 黒褐色上 (10YR2/3)炭 化物、シルト含む。

2 極暗褐色土 (7 5YR2/3)焼 土多く、炭化物含む。

3 暗赤褐色土 (5YR3/3)焼 土多く、灰、炭化物含む。

4 黒褐色土 (5YR2/1)炭 化物多く、焼土、灰含む。

Q'  5 極暗赤褐色土 (2 5YR2/4)焼 上層。

6 暗赤褐色土 (5YR3/3)炭 化物、焼土含む。

7 暗褐色土 (7 5YR3/3)炭 化物、焼土含む。

07
第50図 H28号住居址遺構・遺物実測図

番号 器 種 器  形 口径cm 底径cm 器高cal 調  整 。文  様 残存率 ,部位 備  考

1 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR7/4に ぶい橙色

2 土師器 然 45 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面75YR6/4に ぶい橙色

3 土師器 小型甕 [126] 日縁横ナデ 外面ヘラケズ リ 内面ナデ 口縁～胴部破片 内外面 75YR4/3褐 色

4 土師器 軸輯甕 (93) 外面上部ロクロナデ 下部ヘラケズ リ 内面ハケ ロ 胴部破片 外面75YR6/6橙 色

5 灰釉陶器 皿 (25〉 ロクロナデ 口縁破片 外面 10YR7/1灰 自色

6 須恵器 甕 外面平行叩き 内面ナデ 胴部破片 外面 N4/1灰色

番号 器 種 器  形 最大長 (ca) 最大幅tcn) 最大厚em) 調  整・文  様 重量(g)

7 石 器 す り 敲石 134 正 裏面にす り面 正面 側面に敲打痕 55697 I区出土

第31表 H28号住居址遺物観察表

-43-



H29号住居址

遺構はB一 う-9グ リッドに位置し、南側はH23に切られ、北側は部分的に攪乱に破壊されている。

確認できた範囲は住居址北側の一部である。調査規模は南北2.Om、 東西3.6m、 確認面か ら床面までの

深さは最大 1 5cmを測る。床面は土間状に硬質で、住居址北側の主柱穴 2個及びピット間の炉が確認で

きた。ピットの平面形態は東西方向に長い楕円形で深さは40～ 50cmを測る。炉の平面形態は東西に長

い精円形で、地面を1 0cm程度掘り窪めた地床

炉である。炉内の焼土を除去した壁面及び底

面は焼土化し硬質であつた。

遺物は弥生土器の表面に櫛描きされた甕・

赤色塗彩された高杯が出土した。時期は赤色

塗彩された土器、櫛描簾状文・櫛描波状文を

施す甕、北側主柱穴と思われるピットの間に

炉が設置されているといった状況から、弥生

時代後期としたい。

687.000m
OP        (1:80)       2留

1 暗褐色土 (7 5YR3/3)炭 化物含む。

2 黒褐色上 (10YR3/2)炭 化物、シルト含む。

3 暗赤褐色圭 (5YR3/2)炭 化物、焼上含む。

4 赤褐色土 (2 5YR4/8) 炉焼け込み。

5 暗赤褐色土 (2.5YR3/3)炉焼け込み。

＝

い

第51図  H29号住居址遺構 。遺物実測図

1 弥生土器 甕 外面櫛描波状文 日縁破片 外面5YR5/4に ぶい赤褐色

2 弥生土器 甕 外面櫛描横線文・櫛描斜線文 日縁破片 外面 5YR4/4に ぶい赤褐色

弥生土器 甕 外面 ミガキ・摩耗 底部～胴下半破片 外面5YR5/6明赤褐色

弥生土器 高杯 脚部外面赤色塗彩 脚部内面下半赤色塗彩 脚部破片 外面2 5YR5/6明赤褐色

第32表 H29号住居址遺物観察表

H30号住居址

E  9 E'
一

Ⅷ

687.200m
(± 80)    2m

第52図  H30号住居址実測図

暗褐色土 (10YR3/3)シ″卜主体。

黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物少量含む。

黒褐色土 (10YR2/2)焼 土・炭化物やや多い。
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遺構はD― あ-1グリッドに位置し、D29に切られる。平面形態は方形である。規模は南北2.9m、

東西2.8mを測る。検出段階ですでに床面が露出又は削られた状態で、生活面の詳細は不明である。北

壁の東寄 りに焼土の堆積が認められた。ピットは大小 8個確認できたが、性格の断定はできない。遺

物は土師器の杯・甕 。軸輯甕、石器が出土している。土師器杯はやや厚手で、内面黒色処理を施す。

土師器軸櫨甕は胴部の破片である。時期は土師器不の特徴から平安時代 9世紀後半～10世紀前半とし

たい。

5

3

第53図 H30号住居址遺物実測図

Ｑ
Ｂ．

H31号住居址

遺構はD― い-1グリッドに位置する。遺構

上部の大半は削り取られ、確認できたのはカマ

ドと住居址北側の掘方部分である。床面は完全

に削り取られている。カマ ドは北壁中央に構築

され、円形の火床が残存していた。ピットは4

個確認できたが、本住居址に伴うかは断定でき

ない。

〔

へ刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

中一鮎］以Ｄ一
Ｃ
一

C'  D

斡  以
687 200m

(± 80)   2m

番号 器 種 器 形 日径cn 底ecm 器HCm 調  整・文  様 雛 率嘲範 備  考

1 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 外面25YR6/6橙 色

土師器 tTN [142] (45) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 外面25YR6/6橙 色

3 土師器 甕 口縁横ナデ 外面ヘラケズ リ 内面ナデ 日縁破片 外面25YR5/4tこ ぶい赤褐色

4 土師器 機轄甕 外面ロクロナデ 胴部破片 外面5YR5/8明赤褐色

番 号 器 種 器 形 最大長砲け 歎 縣 ω 醐 Щ 型) 調  整・文  様 募熱 言)

石器 打製石斧 (113) (741 (24) 基部・先端部欠損 全体に摩滅 混入遺物

第33表  H30号住居址遺物観察表
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第 2節 土坑

ピットと区別するため、直径80cmを 越える掘り込みを土坑として取り扱った。

QМ
生◎ r

A              A'

斡
687 200m

O[    (1:80)    2P

▲OJ 戻更身
A'

斡
687 200m
(1:80)   2m

1 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物多く、シルトフ・ロック含む。

D2

D3

く
|

D4

く|     く
|

687 300al
O仰     (1:80)

1 黒褐色土 (loYR2/2)

炭化物、勤卜、焼上含む。

687 200m
°
P    (1:0° )    2P

Q
Ａ
一

Ｄ５
の

へ
許

ゝ

☆
一８

≦
は

687 200m

Om    (1:80)    2m

l 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物 と助トガロック多く含む。
③0
0 D3-4

ぷ ;62

嘔 宝 と
第55図

Om    (l i80)    2m

l 暗褐色土 (10YR3/3)

シルトフ
｀
ロック多く含む。

A        i           A'

687 200m
OP    (1:80)    2P

l 黒褐色土 (10YR2/3)

＼
＼
＼
∈

ヘ

イ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
「

687 200m

OP    (1:80)    2P

l 黒褐色上 (10YR2/3)

炭化物、シルトフれック含む。

洵レトフ
｀
ロックやや多く、炭化物含む。

艤 :

:2

土坑 遺構・遺物実測図 (1)

洵
″
〃
Ｈ
攣
ゃ

２．２
鰯 H隅
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鯉
＠

Ａ
一

Ａ
一

687 200m

(上 80)

1 黒褐色上 (10YR2/3)

炭化物、シ″トデロック含む。

｀
＼  学

′
D9-2

687 200m
(■ 00)

1 黒褐色土 (10YR2/3)

渤トガロックやや多く、炭化物含む。

ぷ i10-1

D13

2

3

4

3-1 Ｄ‐４鼈 Ａ
一

Ａ
一

-2

Ｑ
廻
同
）
刊

D16

687 200m
(■ 80)   2叩

1 黒褐色上 (10YR2/2)

炭化物多量、シルトフ
｀
ロック合む。

2 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物、ンルレ
ヾ
ロック含む。

第 56図  土坑 遺構 。遺物実測図 (2)

A珍

ヶラ≫歩歩易ラ易ラ参珍
▲'

687 200m
Om     (1:ao)    2m

暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物やや多く、

洵レト含む。

黒褐色上 (10YR2/2)炭 化層。

黒褐色土 (10YR2/3)シ ルトフれック含む。

暗褐色上 (10YR3/3)シ ″卜やや多く含む。

Om    (1:80)    2m

l 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物、焼上、渤卜含む。

A        ,       A'

以
687 200m

OP    (1:80)    2P

l 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物、シルト含む。

生  i 生 '

以
687 200m

Om    (1:80)

1 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物、焼上、シルト含む。

A     ,     A'

¨
687 300m

Om    (1:80)   2ぃ

1 黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物、シ″トデロック含む。

O血

① 呻
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図 唯8
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Q
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687 200m
(± 80)

cΔD D21

(● 80)

Om     (1:BO)    2m

l 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物多 く、洵ント含む。

も%蒻劾蒻蒻¨蒻

生'

687 200m
O口     (1:80)    2m

A          A'

以
687 200m

OP    (■ 80)   2P

Q

1 黒褐色土 (10YR2/2)

焼土と炭化物多く含む。

D22

OP    (1:80)   2P

l 黒褐色土 (10YR2/3) 2 暗褐色土 (10YR3/3)

炭化物、焼土含む。    炭化物、渤卜含む。

―

つ

電 舅 1憲 舅 併2司 フ

Ｄ
ハ
柳
登

興塗
嘔

硯!2-2 W

OP    (1:80)    2P

l 黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物と焼土多く含む。

■  2 嗚

第57図 土坑 遺構・遺物実測図 (3)

浮
＠
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687 300m
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<て

三
三三三三:::三::::::::''′を4410

687.100m

(■ 80)

A     A'

加

687 100Hl

Oぃ    (■ 80)   2ぃ

1 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、焼上、渤卜含む.

Ａ
一

OP K1 801 4

1 黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物やや多く含む。

■  8乾     8望

第58図 土坑 遺構・遺物実測図 (4)
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ロ
0世  (1'90) ♀P

l 黒褐色i l10VR2/31

尿化物、黒褐色■と褐色上の混合上。
1 極暗褐色土 (|.5YR2/a)

炭化物多く、焼上少量含むこ

D卵

Ａ
一

ЬI D29

087.200m
(1:909

1 黒褐色土 (10YR2/3)

炭花物、1焼土統含む。

″

９
．

‐

1 種暗褐色土 ●.`YR2/1)

炭化物、》卜含むょ

生  1  ▲'

l�
0

l 黒褐色土.(10YR2/3J

炭化″、焼土含むぅ

‐③-0

① 陽4

第59図 土坑 遺構・遺物実測図 (5)
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Ｑ

▲

D35 D37

687 000m
(1:ao)

A'

A'

く|    く
|

687 200m
Om     (180)

687 000m
Om     (1:80)    2m

第60図 土坑実沢I図 (6)

D36

番 号 器 種 器  形 日径 cm 底径cm 器高cm 調  整・文 様 残存率・部位 備  考

Dl l 縄文土器 深鉢 外面横線・弧状隆帯による文様 表面摩耗 破 片 外面5YR6/6橙色

D12 縄文土器 深 鉢 外面隆帯による文様 表面摩耗 破 片 外面5YR6/6橙色

D13 縄文土器 深 鉢 外面隆帯による文様 表面摩耗 破 片 外面5YR6/6橙 色

D2■ 土師器 碗 底部回転糸切 り後高台貼付 内面黒色処理 底部・高台50 外面5YR7/3に ぶい橙色

D22 土師器 軸軽甕 日縁横ナデ 口縁破片 外面5YR7/4にぶい橙色

D3■ 土師器 ITN [115] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR3/4浅 黄橙色

D32 土師器 FTN 115 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR8/4浅 黄橙色

D33 土師器 碗 136 74 内外面ロクロナデ 底部高台貼付 内外面75YR7/6橙色

D4■ 土師器 ITN 47 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面75YR8/3浅 黄橙色

D6■ 土師器 碗 59 (29) 底部回転糸切 り後高台貼付  内面黒色処理 底部・高台 100 外面75YR3/3浅 黄橙色

D6-2 土師器 碗 (24) 底部回転糸切 り後高台貼付 底部 高台 100 外面75YR8/4浅 黄橙色

D6-3 灰釉陶器 碗 [7] 底部回転糸切 り後高台貼付 底部・ 高台50 内外面 N8/0灰 自色

D6-4 灰釉陶器 碗 (24) 底部回転糸切 り後高台貼付 底部・高台80 内外面5Y7/1灰 白色

D7■ 土師器 邸 外面横ナデ 内面黒色処理 日縁破片 外面75YR7/6橙色

D72 灰釉陶器 碗 (25) 底部回転糸切 り後高台貼付 底部・ 高台50 内外面 10YR7/1灰 自色

須恵器 甕 外面縄 目平行叩さ 胴部破片 外面 N3/0暗灰色

D9■ 土師器 邦 内外面黒色処理 内面暗文 日縁破片 内外面 10YR17/1黒 色

D92 須恵器 郎 (12〉 底部回転糸切 り 底部 100 外面 10YR5/1褐 灰色

土師器 碗 (22) 高台貼付 底部・高台 100 外面75YR7/4に ぶい橙色

11-1 土師器 腕 高台貼付 内面黒色処理 底部・ 高台90 外面5YR7/4と こぶい橙色

土師器 甕 口縁横ナデ ロ辺外面横ナデ 口縁破片 内外面7 5YR6/6橙 色

)11 土師器 第 [142] (35) 外面ロクロナデ 内面黒色処理 口縁破片 外面7 5YR4/3褐 色

)11 須恵器 邦 [128] [63] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 口縁～底部破片 外面 10YR6/1褐灰色

灰釉陶器 皿 [67] 高台貼付 漬け掛け 口縁 底部90 内外面 5Y8/1灰 自色

)13‐ 1 土師器 イ [47] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 50 外面5YR5/6明 赤褐色

土師器 杯 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面25YR6/6橙色

)13 土師器 碗 [135] 内外面ロクロナデ 底部高台はがれ 外面 5YR6/6橙 色

6 土師器 第 と21 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面5YR7/3に ぶい橙色

6 土師器 T/N 102 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面 10YR7/4に ぶ い黄橙色

6 土師器 碗 (21) 底部高台貼付 内面黒色処理 底部・高台 100 外面5YR7/4に ぶい橙色

6 土師器 碗 底部高台貼付 内外面黒色処理 底部・高台 100 外面75YR17/1黒 色

灰TIE陶器 甕 (10) 内外面ロクロナデ 灰釉付着 頸部破片 内外面 25Y7/1灰 自色

D 6 須恵器 一璽 (7) 内外面ロクロナデ 肩部 自然釉薬付着 肩部破片 外面 N3/0暗灰色

土師器 好 11 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR6/3に ぶい褐色

土師器 邦 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面 5YR6/4に ぶい橙色

土師器 杯 (31) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部欠損 外面75YR6/6橙色

土師器 甕 (194) 外面ヘラケズ リ 内面ナデ・黒色 胴部破片 外面 10YR2/2黒 褐色

)21-鬱 灰釉陶器 碗 [141] 内外面ロクロナデ 底部ヘラケズ リ後高台貼付 漬け掛け 内外面 10YR8/1灰 自色

)25- 土師器 不 121 内画面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/3に ぶい橙色

)25-Z 土師器 ITN 5 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面 5YR7/4に ぶい橙色

第34表 土坑遺物観察表 (1)
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番 号 器  種 器 形 口径cm 底径cla 器高cl 調  整・文 様 残存率・部位 備  考

土師器 第 1 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面75YR7/4に ぶい橙色

)25- 土師器 応 37 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内面黒色処理 外面75YR5/4に ぶい褐色他

)25-t 土師器 不 58 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面25YR4/4に ぶい赤褐色

)25( 土師器 イ 2 57 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 70 外面 5YR7/3に ぶい橙色

)25-7 土師器 郷 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面5YR6/4に ぶい橙色

土師器 碗 76 内外函 ロクロナデ 高台貼付 内面黒色処理 外面25YR6/6橙 色

)25( 土師器 碗 内外面ロクロナデ 高台貼付 内面黒色処理 外面10YR8/3浅 黄橙色

土師器 必 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/3に ぶい橙色

)25■ 1 土師器 不 7 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/3に ぶい橙色

)25〕 土師器 訴 9 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面25YR6/6橙 色

)25-1 土師器 郷 5 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面5YR7/4に ぶい橙色

)25■
`

土師器 碗 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り後高台貼付 内外面5YR7/4に ぶい橙色

)25■ | 土師器 碗 72 内外面ロクロナデ 高台貼付 内面黒色処理 85 外面25YR6/6橙 色

)25■ | 土師器 碗 77 内外面 ロクロナデ 高台貼付 内外面5YR7/4に ぶい橙色

)25■
1

土師器 碗 (42) 内外面ロクロナデ 高台部欠損 外面 10YR7/3に ぶい黄橙色

)25■ | 土師器 碗 内外面ロクロナデ 高台部欠損 内外面76YR8/2灰 白色

)2511 緑釉陶器 碗 内外面ロクロナデ 口縁破片 内外面 10Y5/2オリフ灰色

)26-1 土師器 郷 [102] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR7/4に ぶい橙色

)26 土師器 不 [11] 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR8/3浅 黄橙色

土師器 不 [99] 41 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/4に ぶい橙色

)28-1 土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR7/3に ぶい橙色

土師器 不 44 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR8/2灰 自色

土師器 然 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/3に ぶい橙色

土師器 1/N [42] 内外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面75YR7/4に ぶい橙色

土師器 碗 73 内外面ロクロナデ 高台貼付 外面75YR6/2灰 褐色

土師器 碗 内外面 ロクロナデ 高台貼付 外面75YR8/4浅 黄橙色

)28-, 土師器 碗 内外面ロクロナデ 高台貼付 外面75YR8/3浅 黄橙色

弥生土器 甕 (112) 外面胴部上半櫛描波状文 下部縦 ミガキ 内面ナデ 底部～胴部破片 外面 10YR4/3に ぶい黄褐色

弥生土器 壷 (254) 外面赤色塗彩 表面摩耗 胴部破片 外面 10R5/6赤色

土師器 羽釜 口縁横ナデ 醤貼付 胴部縦ヘラケズリ 口縁～胴部破片 外面75YR4/3褐 色

土師器 戟轄甕 ロクロ横ナデ 表面摩耗 底部～胴部の一部 外面25YR6/6橙 色

)29-〔 土師器 碗 高台貼付 内面黒色処理 底部・高台 100 外面 5YR5/4に ぶい赤褐色

灰釉陶器 と霊 内外面ロクロナデ 底部回転ヘラケズリ 高台貼付 底部～胴部下半 内外面 5Y7/2灰 白色

)32- 土師器 碗 7 (33) 底部回転糸切 り後高台貼付 内面暗文 底部・高台 100 外面 10YR8/3浅 費橙色

)32-Z 須恵器 甕 底部周辺ヘラケズリ 外面叩き 内面ナデ 底部～胴部破片 外面5YR3/2暗赤褐色他

土師器 郷 [124] 外面ロクロナデ 内面黒色処理・暗文 底部回転糸切り 25 外面25YR3/4暗 赤褐色

)33-を 土師器 碗 61 高台貼付 全体 に摩耗 外面75YR6/4に ぶい橙色

第35表 土坑遺物観察表 (2)

番号 器  種 器  形 最大 elcけ 最大幅ω 最大厚 tcm) 調  整・女 様 重量

1 石 器 敲 石 上下端部に敲打痕 31625

D16■ 石製品 砥 石 (101) 2面欠損 砥面 4 3面 に条痕あ り 44765

D16〔 石 器 すり石 129 2面表面滑 らか  2面 条痕あ り 2482

D22■ 土製品 羽 口 (28) 外面削 り後ナデ 内面ナデ

D22- 土製品 羽 口 (26) (15) 外面削り後ナデ 内面ナデ

石製品 碁石状 19 全体滑 らか 335

D29〔 石 器 すり石 3面滑 らか 91183

D32- 土製品 羽 日 外径7～ 82 内径18～ 28 3 先端部還元 外面削 り後ナデ

D32ィ 石 器 すり石 全体に滑 らか 11045

第36表 土坑石器・石製品観察表

番 号 器 種 器 形 最大珈 最大幅ω 最大淳他皿) 調  整・文  様 重 麓

)22-〔 鉄製品 角 勒 (74) (05) 両端欠損

第37表 土坑鉄製品観察表
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調査区域外第 3節 溝状遺構

Ml号溝状遺構

に引 蒲 踏

狽

η 島電
Q

西に変え、 13mの 地点で、

再び北に向かい、 5mの地

点で消滅する。平安時代の

H4・ 6・ 15を切る。確

認できた長さは50mであ

る。幅は検出面上で 72cm、

底幅53cm、 検出面か ら底面

までの深さは27～ 33cmを

測る。性格は不明であるが、

人為的に掘 り込まれた溝と

考えられる。

遺物は土師器の杯・甕・

高杯、須恵器の邦・甕、す

り石・敲石、石鏃といつた

石器が出土した。

時期は.10世紀 と考え

られる平安時代の住居址を

切っていることか ら、 10

世紀以降の遺構としたい。

�  �
687 200m

Om     (1■ 60)   4m

Ａ ‐ Ａ
域

∴

金

３

・ｏ

∩9 8

第61図 Ml号溝状遺構 遺構 。遺物実測図

＼   L__■予
′
5
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1
土師器 イ (23) 日縁 40

内外面ロクロナデ 外面75YR5/4にぶ い褐色

2
土師器 犠描甕 口縁破片

口縁内外面 ロクロナデ 外面 5YR5/4に ぶい赤褐色

3
須恵器 邦

内外面ロクロナデ 底部ヘラケズリ 外面 25Y7/1灰 白色

4
須恵器 邦 42

内外面ロクロナデ 底部ヘラケズリ 外面 5YR6/4に ぶ い橙色

5
須恵器 妬 底部 100

底部回転糸切り後回転ヘラケズリ 外面75YR7/2明褐灰色

6
須恵器 甕 口縁破片

内外面ロクロナデ外面 1単位ヘラ描波状文 外面 75Y5/1灰 色

7
縄文土器 不 明 破 片

外面平行沈線文 楕円沈線文 小石多く含む 外面 7 5YR8/4浅 黄橙色

8
石 器 敲石 15985

下部に敲打痕 正・裏面に条痕

9
石 器 敗 石 129 60345

側面に敲打痕 全体に滑らか

石 器 すり・敲石 2 11029

側面 に敲打痕 全体に滑 らか

11
石 器 石 鏃 098

無茎鏃

第38表 Ml号溝状遺構遺物観察表

M2号溝状遺構

遺構は調査区西側のD一 お-6グリッド付近に位

置する。南北方向の溝と考えられるが、遺構の大半

は圃場整備によって削り取 られ、僅かな部分が残存

している。確認できた規模は長さ3,7m、 検出面上で

の幅62～ 72cm、 底幅23～ 25cm、 深さは24～26cmを

測る。時期は不明である。

M3号溝状遺構

遺構は調査区西側に位置する。

M2と並走した状態で存在した溝

と考えられる。M3も圃場整備に

よつて遺構の多くを削り取られ失

っている。確認できた規模は長さ

18m、 検出面上での幅32～ 65c臥

底幅12～ 48cm、 深さは17～ 25cm

を測る。時期は不明である。

Q M2

687 000m
OP    (1:80)   2P

第62図 M2号溝状遺構実測図

687 000m
OP    (1:80)   2P
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内外面ロタEけデ 底部回転糸切 り

内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理

■21カマIⅢ

M4号溝状遺構

遺構は調査区を東西方向に

蛇行 しながら貫流 した流路と

考えられる。長さ87m、 検出

面上|で の幅70～ 140cm、 底幅

34～ 65cmⅢ 検出面からの深さ

は24～ 28cmを 測る。平安時代
の住居址を切ることから平安

時代以降の流路と考えられる。

M5号溝状遺構

遺構は調査―区西側を南北方向に存在するが、圃場整

備によって大半が削り取られ、部分的な確認にとどま

つた。規模は長さ10m、 確認面での幅50cm～ lm、

底幅22～ 56clll、 深さ10～20cmを測る。平安時代の土

器片が含まれることから、平安時代以降としたい。

0

第64図 M4号溝状遺構 遺構・遺物実測図

十
P327

326

ユ325

一一甥 A      A'

以

B'

OP    (± 80)   2P

第65図 M5号 溝状遺構実測1図

Ｂ
一

Ⅷ・　］
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外面■5YR7/4にぶい橙色口縁内外面横ナデ 底郡ヘラケズリ 内外面摩耗

外面ヘラケズリ後ミガキ

第40表 M4号溝状遺構遺物観察表

第 4節 ピット

肝←許

１〇一剛　２６一醐
　
型
ノＰ２９２

③ 泳

虫

ガ

罰

二
⑥

D―あ=井

２４一‐・杉杉杉

■    と  二       ニ  ユ    型

甥 塊 劾

19  1  型   坐 1 22

以  鮎

1 黒褐色上 (10YR2/3)炭 化物、シ″卜含む。

第66図 ピット実測函 (1)
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一
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鮎
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687 300m
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第67図 ピウト実測図 (2)
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夕    3 4    5

黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物、カト含むj

黒褐色上 (10YR2/3)砂 質と

暗褐色土 (10YR3/3)砂 質.

7                        8

B_ぇ _Jキ
~

D―え」二|―
―

一
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D「え一十
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第08図  ビット実測図 (3)
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Q坐◎望

Cチ井

C…+
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北チ3c_ぇ _J十
一

聖 ◎尊型

P12 159_16
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魏
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閉
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一

C…計

1 暗褐色土 (10YR3/3)渤卜、炭化物含む。

2 黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物多く含む。

3 黒褐色上 (10YR2/3)炭 化物、渤卜含む。
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1 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物、渤卜含む。

Cく―計

687 300m
(■ 80)

cこ_十

371 型

%

1 黒褐色上 (10YR2/3)炭 化物、シルト含む。

2 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、シルト含む。

3 暗褐色土 (10YR3/4)シ ″卜多く含む。

4 極暗褐色土 (7 5YR2/3)焼 土多く、炭化物、シルト含む。
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第72図  ピット実測図 (6)-2

甥   鮎  斡

第73図 ピット実測図 (7)-1
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5 黒褐色土 (7 5YR2/2)焼 土少量、炭化物、渤卜含む。

6 灰黄褐色土 (10YR4/2)炭化物、シルト含む。

7 黒褐色上 (10YR2/3)炭化物多く、シ″トガロック含む。

8 黒褐色土 (10YR2/2)炭化物、勤卜含む。
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P6-1 上師器 イ 46 外面ロタロナデ 底部回転糸切り 外面5YR81転橙色

P6‐ 2 土師器 碗 (26) 底部回転糸切り後高台貼付 底部・高台 100 外面19YR7/4にぶい黄橙色

P6‐ 3 土師器 構轍甕 12.5 102 143 内外面ロク百ナデ 内面余線 底部回転糸切り 外面5YR6/6橙 色

土師器 羽釜 (16う〉 鍔剥がれ 日縁積ナデ 外面維ヘラケズリ 内面ナデ 日縁～胴部破片 外面5YR4/1褐 灰色

,43‐ 土師器 不 54 41 外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面黒色処理 外面5YR3/3淡 橙色

44 灰紬陶器 壷 (105) ロクロナデ 底部回転糸切り 胴部下端回転ヘラケズリ 日縁欠損 外面7.5YR3/1灰 白色

第41表 ピット出土遺物観察表 (1)
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土師器 皿 [81] ロクロナデ 底部回転糸切 り 40 内外面7 5YR6/6橙 色

陶 器 碗 施釉あり 蓮弁文 口縁破片 内外面25Y6/3に ぶい黄色

,2581 土師器 杯 [127] 外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面10YR7/3に ぶい黄橙色

P2941 土師器 碗 [146] 外面ロクロナデ 高台剖がれ 内面黒色処理 外面 10YR5/2灰 黄褐色

土師器 不 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 造り粗雑全体に歪み 外面10YR7/4にぶい黄橙色

129『 土師器 郷 4 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 外面7 5YR8/3浅 黄橙色

灰釉陶器 碗 [171] 515 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り後高台魅付 ハケ塗り? 外面25Y8/1灰 自色

緑釉陶器 碗 ? 内外面ロクロナデ・緑釉 口縁破片 内外面75YR4/3贈オリーブ色

土師器 杯 1175 48 42 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内外面10YR7/4にぶい黄橙色

土師器 杯 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 外面75YR6ん にぶい褐色

土師器 皿 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 内外面75YR7/6橙色

緑釉陶器 碗 [161] [83] 内外面ロクロナデ 底郡回転糸切り後高台貼付 内外面10Y5/2オ リープ灰色

'32歩 緑釉陶器 碗 内外面ロクロナデ 外面沈線 体郡破片 内外面75YR5/3灰 オリーブ色

第42表 ピット出土遺物観察表 (2)

P8-2 石 器 すり,敲石 (126) 189) 3つ 片側欠損 先端郡敲打度 ? 76204

P8‐ 3 石 器 敲石 141 48 上下・ 側面 に敲打痕 使用 による条痕あり 26473

,22‐ 石 器 すり石 45 425 表面にすり痕

P183- 石 器 石包丁 1 子Ll有 り  孔径  (04) 7432

石 器 敲石 117 3つ 正面すり面 上・下端部敲痕跡 39036

石製品 褐 自 20,9 127 中央に径儀5× 105、 深さ6 8cmの 窪み

石製品 砥石 (105) (41) 砥面 5 下部に鮮明な条痕 片側欠損 13942

第43表 ピット出土石器・石製品観察表

第 5節 遺構外遺物
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第79図 遺構外遺物実測図

外面削り後ナデ 自色粒含みIIf粗 い

第44表 遺構外遺物観察表
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中堰遺跡南側調査区全景 (北東から)

中堰遺跡南側調査区全景(北西から)
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中堰遺跡北側調査区全景 (北東から)

中堰遺跡北側調査区全景 (西から)



図
版
３

観
　
一斡

導|
|ヽ亀

二端

Hl号住居址堀方全景 (南 から)

H2号住居址北カマ ド掘方 (南 から)

】
一い一尊
一

一
■

■

、

メ.´ ‐i~'ラ トー i  ll.,
H2号住居址北カマ ド石材 (南 から)

H2号住居址東カマ ド (西か ら)

十
一

，
一憩蟻

H2号住居址東カマ ド掘方 (西から) H2号住居址北東コーナー遺物出土状況



図
版
４

H2号住居址南東コーナー上坑 H2号住居址遺物出土状況
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H14・ 15号住居址出土遺物
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H21・ 23・ 24号住居址出土遺物
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H24・ 25。 26号住居址出土遺物
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H26。 27号住居址出土遺物
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D7・ 8,9■ 0・ lⅢ 13。 14。 16・ 20・ 21・ 22号土坑出土遺物
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D25・ 26。 28号土坑出土遺物
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D28。 29,32・ 33号土坑、Ml号溝状遺構出土遺物
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P294。 295・ 297・ 298・ 315・ 322号ピット、グリッド出土遺物
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ふ り が な

所収遺 跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ牟隼 東経 発掘期間 発掘面積ゴ 発掘原因

市町村 二 lJJ｀ 省 勺

なかせざ
いせき

さくし
ひらかあざ
かしやぶ

20217 433 86° 13′ 3〃 [38° 29′ 32〃

20110427

20110622
2,540

特別養護

老人

ホーム

中堰遺跡
佐久市平賀
卒樫藪 738、

740、 741

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中堰遺跡 集落

縄文
弥生
古墳
奈良
平安

竪穴住居址31軒、溝
状遺構 5条、土坑37
基、ピット

土器、石製品・石器、
鉄製品、土製品

縄文時代の遺物、弥
生 。古墳・奈良・平
安時代の集落が発見
された。

要 約

佐久南部の千曲川右岸沖積地上と東方からの河川が形成した谷口扇状地の境界付近に

展開する遺跡である。今回の調査対象地からは、弥生時代の住居址 7軒、古墳時代の

住居址 3軒、奈良・平安時代の住居址19軒、時期不明の住居址 2軒及び土坑、清状遺

構等が発見された。平安時代の住居址及び周辺の上坑内から鉄滓及び羽口など鉄製品

製作にかかわる遺物が多く認められることから、鉄製品の製作を行っていた集落であ

ると推定された。



佐欠市埋蔵文化財調査報告書.第202集

申圏

平成25年 (201.311月

編集 。発行 佐久市教育委員会

〒385-3501 長野県佐久市中込30う 0

文化財課

〒335■0006長野県佐久市志資5953

TEL0267・ 68‐7321

印 刷 所 キクハラインク有限会社




